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1．はじめに　導入教育の全学的導入の試みが私に残したもの
一S先生への手紙一
謹啓　11月も残す目々があと3目となり、今年も暮れようとしております
が、S先生に於かれましてはお変り無くお元気にお過しのことと拝察致し
ております。
　S先生とご一緒にその実現に努力して参りました本学の「導入教育』の
全学的取り組みという教育の質の改善運動が、実質的に頓挫しその実行が
本学に於いては不可能であることがはっきりした時から、丁度2年が経過
しましたね。2週間に1回位の頻度で開催された教務委員会経営学部分科
会の開かれる前の火曜日にS先生と教務課の方々を交えての長時間の打ち
合わせ、会議の翌目に分科会に出席されなかったS先生に内容をお伝えし
てあれこれと議論致しました。S先生に厳しくチェックされておりますと、
大学院時代のゼミナールでの報告を思い出す程先生の追究は厳しいもので
した。あの当時私は、導入教育とセメスターの実現に向けて、いつ果てる
とも知れない会議、会議、会議の目々に明け暮れ疲労困慧しておりました。
その中でもS先生、あなたとの激論は私を最も消耗させました。どのよう
な教育を行なっていくのかの将来ビジョンを持つことなく、現状のままの
教師天国をそのまま将来に延長していけばそれでいいのだという、無責任
極まりないばかりでなく、論理的思考力の余り上等とは言えない方々との
議論は、まともな知的格闘とはほど遠いもので、そのことも私を絶望させ、
深い疲労感を残しましたが、S先生とは文字通り全力を挙げて議論しまし
たね。私はこの大学に於いて初めて「本格的なケンカ相手」に巡り会いま
した。原理原則を欠いた骨の無いクラゲのような方々の少なからずいらっ
しゃる中で、S先生、あなたは「古武士」という人間類型がもしあるとす
るならば、それが最もピッタリと当てはまる方でしょう。負け戦（いくさ）
になることが、誰の目からもはっきりとし、委員はもとより、他の教員達
の「もの好きがようやるわ」という冷たい視線の注がれる中、大学の上層
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部からも結果的に強い支援を得られなかったという文字通り孤立無縁の戦
いの最中にあり、負けず嫌いの私でさえも「え～い、もうどうにでもなれ」
という衝動に突き動かされかけていたそんな中で、淡々とご自分の為すべ
きことを為し続けたS先生あなたは実に立派でした。自分らしさを最後ま
で捨て去ること無く、職業的義務を誠実に果たすという生き方をS先生、
あなたは見事に目の前で見せて下さいました。導入教育の実施を巡りあな
たとはいくつかの点で大きく食い違い、いつもケンカ分かれのように終わ
る議論を重ねていた私ですが、考え方の大きな違いを越えて私はあなたの
生き方に深い共感を覚えました。殆ど実りの無かった導入教育の実現努力
でしたが、私は誰が本当に信頼に足る人々なのか、誰が誠実さを欠く人々
なのかがはっきりと分かり、S先生という生涯の友人に出会えたことは、
運命の大きな贈り物であったと思っております。
　あの導入教育実現への試みとその挫折とが私に残してくれたもうひとつ
の贈り物は、私自身の新しい旅立ちへの決意でした。私自身にも2つの選
択肢がありました。導入教育の実行は組織的に拒否されたのですから、私
も従来通りの教育方法を踏襲していくことが1つ目の選択肢でした。自慢
気に聞こえましたらお許し頂きたいのですが、私自身講義とゼミナールに
は工夫を重ねてきていて、一部の学習意欲の高いリスク・テーキングな学
生達からは高い評価を得てきていると認識しておりました。だから楽勝科
目（passable　subject　with　no　leam孟ng）を平気で講義している方々よりは、
はるかに学生に実力の着く授業をしてきたと思っておりましたので、その
まま将来それを継続していったとしても誰に恥じることはありませんでし
た。もうひとつの選択肢は、教育のワンラックアップを目指し、講義とゼ
ミナールを大幅にimovationしていくことでした。その2つの選択肢の選択
基準は、第一にどちらが自分にとって「面白いか」ということであり、第
二に自分にとってどちらが「独自能力が増えるか」というものでした。第
三は「どちらが学生の実力が着くのか」というものでした。私は若い頃は、
随分とやりたくはないけれどやらなければいけないことと取り組まざるを
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えませんでした。40歳を超えて初めて私は、「自分のやりたいことに全力で
取り組む」喜びを味わうことができるようになりました。大学教師という
教育と研究を仕事にする職業の素晴らしさを満喫するようになりました。
導入教育を巡る長い議論の中で、私の心の中でシュミレーションした「新
しい教育方法」を実践してみるのも悪くはないなと思いました。私の研究
対象とするセブンーイレブンがCVS業界で2位以下に圧倒的な格差を付け
てトップを独走し続けている最大要因が、自己の成功を否定し、新しい自
分を創り直す為に最も熱心に学習を続けていることにあるという私の研究
成果も私の背中を押す役割を果たしてくれました。もう一度初心に立ち帰
り「教育に全力投球しよう」と私は決意しました。それは胸踊る「楽しさ
溢れる試み」であるばかりでなく、私自身の教育能力をも大きく高めてく
れると私は思っています。こういう教育をしたいという私の希い（want）
が、現実にそれを実行できる教育能力（can）とが結び付いた時に初めて私
は心からの喜びが得られることに気が付いております。
　S先生、私が大学の研究紀要に発表している論考に、教授法関連のもの
がここ2年急速に増えていることにお気付きのことと思います。私は十分
に準備をし、教育活動を実践し、修正していくという一連の教育行為をき
ちんと記録しておきたいと考えています。目下の私が腐心していることは、
第一に学生の囚われた心を解放する「カウンセリング教育」を行なうこと、
第二に学生の質問に授業の中できちんと解答していく「ツーウェイ・コミュ
ニケーション型教育」を実践すること、第三に、「自己学習能力としての知
の組み替え能力」を学生に身に着けさせていくことです。どれひとつとっ
ても実に困難な課題ではありますが、私は今年も毎週毎週授業の準備に追
われながらも、いくっかの手応えを感じております。私のゼミナールで2
年目を迎える学生達の何人かのレポートは実に力作揃いです。鍛えればこ
こまで成長するという事実は、私に大きな励みとなり、これからも頑張ろ
うと思わせてくれます。
　S先生、昨年7月から今年6月までに私は、大学の3冊の研究紀要に14
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編の論考を発表致しました。教務委員をしておりました時に年間400字詰め
原稿用紙約500枚のアウトプットが、この1年間で約1，200枚でしたから教
務委員の職責がどれほど私の研究時間とエネルギーとを奪っていたのかが
推測できますね。先生もご存知のように私は、「組織内社交」からはほぼ全
面的に撤退し、研究室に籠る生活に徹しています。来年4月から私は、研
究室からも退去し、専ら自宅で仕事をしたいと考えております。講義と会
議の時だけ大学に出かけ、好きな人達とだけお付き合いする人生を送りた
いと希っています。
　余計なことや組織内コミュニケーションからは距離を置いて、教育と研
究のみに全力投球していきたいと希っております。大学を通して外部から
依頼されている仕事からも、これまで十分にその役割を果たしてきたと考
えておりますので、少しずつ離れていきたいと考えています。私は60人以
上いる専任教員の1人に過ぎないのですから過剰に期待されることは正直
申しまして大きな負担以外の何物でもありません。他の専任教員の方々に
も応分の働きをして頂くことが当然であるとも考えております。
　目下ほとんど毎目のように大学で仕事をしておりますが、昼食をカロリー
メイトやカップ麺で済ませることが多く、S先生とも2・3週問に1回大
学食堂でお目にかかることしかできておりませんが、来年からは、クッキー
でも抱えて先生の研究室に「お茶をしに」伺いたいと思います。先生に時々
お目にかかることを今から楽しみにしております。
　どうぞくれぐれもご自愛下さいますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999年11月28目
S先生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
追伸
　過目お目にかかりました際先生から、導入教育に反対していた若手教員
が、最近になって「導入教育そのものに反対したわけではない、全員必修
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でやることに反対していたのだ」と・機脅見るに敏な変わり身の早さを発
揮しているとのお話がございました。こちらの学部でも、陰に廻って、自
分が張本人であることを巧みに隠蔽しながらS先生の人格攻撃を執拗に繰
り返していたご立派な方や、その方の腰ぎんちやくのような方が、導入教
育を懸命に叩き潰しておきながら、現在は自己正当化に躍起となっている
ようです。そのような方々の正体は他の人々はいざ知らず私達にはもうば
れておりますのに。
　何もしないことは、現状維持さえも不可能にしていくことは、キリンビー
ルのこの10年間の没落の事実からも明瞭でしょう。あの巨大企業でさえそ
うなのですから、地方の一中堅私立大学の置かれた状況は、はるかに過酷
でありましょう。S先生、お互い絶望感に囚われることはとてもた易いこ
とですが、為すぺきことをただ一筋に行なっていきたいものですね。絶望
をくぐり抜けた希望のあることを私は信じてみたいと思っております。
2　導入教育実践記録
2－1『ゼミナール経営学入門』、企業のマネジメントの全体像から何を学
ぶか
ゼミナール用資料
　　　序章　企業のマネジメントの全体像から何を学ぶか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白鴎大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
①企業のマネジメントの分類
　いろいろな切りロ、見方があり、最大公約数的な見方はあるが絶対的分
類は無い。
　この本（『ゼミナール経営学入門』）は著者達の独自の定義が為されてい
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る。
＊本を書くことは客観性を併せ持とうとする自己主張である。
②企業とは環境の中で、自分の位置付けを行なうものである。
・自分の位置付け二環境内positioning
cf・market　posltioning
・自分の位置付け二他の人と比べて特別なもの
・環境にとり　私にしかできないもの、
　私にしかないもの
・環境にとって必要とされる私の独自性
c£他人の教科書の紹介をする教員＝替りはいくらでもいる教員
派遣労働者のようにいつでも取って替わられる労働者になってはいけない
③経営者・管理者の仕事
　互いに矛盾しがちな環境と組織の要請をそれらのギリギリの接点を見つ
けようとしながら新しい戦略と組織を発展させること。
　互いの利益を同時に最大化しながら、互いの不満を最小化していくとい
う手品師のような仕事。
　うまく折合いを付ける、バランスを取る平均台の上を歩くような活動。
c£　1．マネジメントの入れ籠構造
c£　2．上司一「もっと働かせろ」
部下一「やだ」ミドルのサンドイッチ症候群
　内部環境の要請と組織の統合という側面もある。
c£　3．プロ野球監督と矛盾の統合
監督（ミドル）
上司（オーナー）（霊内部環境）「優勝しろ」
環境（ファン）「優勝しろ」
選手（個人事業主）「他の人ではなく私をゲームに出して下さい」
④ln－der－Umwelt－Sein（環境内存在）としての企業・組織体・個人
環境の要請と自己の欲求の矛盾を解決していく、paradox－solver
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2－2『ゼミナール経営学入門』、環境のマネジメントから何を学ぶか
ゼミナール用資料
　　　　第1章環境のマネジメントから何を学ぶか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白鴎大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
①企業は、環境のある部分を1）選択することができるし、2）環境をあ
る程度動かすこともできる、3）環境を新しく作り出すこともできる。
②環境選択論
・主体的に環境を選ぶ前提
　環境を自分がコントロールできるという感覚、爵己肯定感、自己信頼感
が必要
・無気力な学生、とは自分から無気力になるのではなく経験と学習とを通
して無気力になる。
・学習された無力感（玉eamed　helplessness）
　『無気力の心理学』（中公新書）の中のハンモックに包まれた犬の電気ショッ
クの実験
　何をしても情況は変わらないことを学習した犬からは、control、changeと
いう感覚が抜け落ち、無気力、無力感の囚となる。
cL　1．教員によって、俺の出身有名大学の学生よりもお前たちはバカだ、
バカだと言われているとヤル気がなくなり私はダメだと考えるようになる
ことと大変よく似ている。
c£2．最近起きた通り魔的無差別殺人の犯人は、自己肯定感が持てない無
気力な人間のプッツンの可能性あり。
c£　3．ゼミ生の発言
取るぺき科目が殆ど無い＝楽勝科目の氾濫
学生にとって大きな環境は教員が作り出している。選択肢の劣悪化
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③環境作用論
・企業の競争戦略やマーケティングの一部は、，既存の環境に働きかけ、環
境を変えようとする営みである。
・教育活動とは、環境（学生）に働きかけ彼らに自信と、環境コントロー
ル観と、知的能力と人間性とを身に着けさせていく活動である。だから、
教育という働きかけによって学生が大きく変化するという環境認識が教育
活動には不可欠である。
④環境創造論
・環境創造論は、ある種の実存哲学の人問観と通じ合う所がある。
実存主義の人間のとらえ方
＝私達は被投企的存在（the　projected）だ、
　しかし同時に投企的存在（the　prqiecting）だ。
・autonomy自律性を人間は本来有している。
“LMng　is　Choosing．”
・これに対立するのが「環境決定論」……人生は運命、川の流れのように
環境創造論と環境決定論のどちらを選ぶかは価値観の問題
⑤環境と企業は「取引」を行ない相互に「余剰』を得ようとする
環境　企業
取引関係　余剰l　give＜take
（give＆take）　（surplus）
企業だけでなく周りの利害関係者もこのように感じないと取り引きは長続
きしない
cL1．学生にとって大学教育サービスの購入という取引きの余剰は一体何
だろうか。
　多くの余剰を与えてくれる大学だけが生き残れる。
余剰≠卒業証書
二仕事能力の基盤、一般教養、人格、自己学習能力
c£　2．家族という人間関係に於ける余剰とは一体何だろうか．
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2－3『ゼミナール経営学入門』、競争の戦略から何を学ぶか
2－3－1　学生によるレポート
　　　　　　　　　　　第2章　競争の戦略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．197348　浜野彩子
1．戦略とは何か（p．27～30）
『戦略』＝「組織としての活動の長期的な基本設計図を、市場環境との関
　　　　わり方を中心に描いた構想」
　　t（キーワードの意）
「市場環境」…「戦略は、環境が企業に要請するものは何かを第一に考え
　　　　　　て立でるべきだ」
「長期」…「戦略をたてるときに、短期の目先の現象にとらわれてはいけ
　　　　ない」
「基本設計図」…「戦略は、抽象的な経営理念と具体的な事業計画の中間
　　　　　　　的存在である」
「組織」…「戦略は、生身の人間集団の活動の設計図である」
「構想」…「『こうしたい』という意志・構想が戦略である」
　　　　　　競争の戦略…ある市場の中で、どのように競争相手と戦っ團＜　　　くか
　　　　　　事業の範囲の戦略…企業活動を、どの方向へ、どのような
　　　　　　　t　　　　　　　　　方法で拡大していくか
　　　　　　　　事業の範囲を考える際には、市場と技術の二つの軸を
　　　　　　　　　　5　　組み合わせて考えると良い
　　　　　　　　圏
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市場の範囲
購
技術の範囲
ξ些．．　　　　　　　　事業の範囲A
・属“蝦，．　　　（市場拡大型・技術深耕型〉
　装辮騨　　鷺騨”噸灘羅
　　　　　　　　　．，，風　　（「事業の範囲の拡大」という言葉
　　事業の範囲B　　　　　　にもっともフィットする戦略）
　　（市場深耕型・技術拡大型）
2．競争の意味（p．30～40）
　企業は、できることなら市場における競争を少なくして、その結果高い
利益を得たいと考えている。　　　　　　　　　　…「非競争への志向』
経営学における競争の話
薩］…超過利潤を求めて市場鯵入し・多大な努力を払い・危険を甑
　　　　　　　⑱
市場における競争　…個々の企業の超過利潤を無くすような調整を行う。
一企業は、競争戦略によってこの調整が貫徹しないように努力し、そ
の努力の報酬として、市場は企業に利潤を許している。
非競争への基本的手段
1．競争の緩やかな状態をつくること（競争の緩和）
①参入障壁をつくる…参入の制限をする
　　・制度による参入制限…免許、大店法
　　・技術による参入制限…高度な技術、特許
　　・初期投資の大きさによる参入制限…高炉、半導体、化粧品
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　②競争相手と敵対しないような状態をつくる…カルテル、談合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一不公正なものになる危険も
2。市場のすき間を見つけること…まだ誰も参入していない市場に一番乗
りすること
※「市場のすき間」＝満たされていない顧客の二一ズ
→驚雛製鰍繕蘇徽欝鴇情報の格差｝・必要
3、差別化すること…競争戦略の最も中心的な課題一第3節（次項）へ
3．二つのレベルの差別化（p．40～54）
睡］…顧客の二一ズを満たすプ・セス全体のどこかで・競争相
　　　　　　　　手との間に差をつくり、競争上の優位性をつくること
　　　　　　　　蝶鷺蛭一｛聾製ステムの差矧、，、
製品あるいはサービスの差別化 ビジネス・システムの差別化
方法 （製品・サービスに違いを生み （経営資源と事業の仕組みを通
出す） じて違いを生み出す）
目立たない、わかりにくい
目立つ、わかりやすい
目立たない成功
華々しい成功
特徴 真似することが難しい真似しやすい
真似するのに時間がかかる
持続時間が短い
持続する
　ビジネス・システムとは
★ビジネス・システムは｛倉盤環裁扁？馨講仕組み｝から成
り立っ。
　A．経営資源とは　…経営資源とは、企業が利用することのできる資源
　　　　　　　　　　　　　　一480一
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の束。
営資源の分
汎用性（量が重要） 企業特性（が重要）
可変性 短期資金 原材料、土地
一般機械市場
　　　、一
熟　労
内製機械
系列流通網
自己　本
固　性
技術、顧客情報
ブランド、信用
※汎用性が局い＝　得し　すい
　企業、　性が高い＝　得　るのに時間がかかる
☆この中で、競争力の究極の源泉になりうるのは情報的資源である。
（理由）①カネを出しても買えないことが多い一自分でつくるしかない
　　　　②つくるのに時間がかかる
　　　　③複数の製品や分野で同時多重理由（ただ乗り）できる・・D情報的
　　　　　資源にしかない性質
　業活動が生み出すもの
　B．事業の仕組み
経営資源は、その素材をうまく組み合わせ、利用することによって初め
て競争優位をもたらす。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一野球のチーム
　よって、競争優位をもたらすには経営資源を組織化する必要があり、そ
の枠組みとなるのが事業の仕組みである。
　事業の仕組みも、他社の模倣が難しい場合がある。その結果、事業の仕
　　　　　　　　　　　　　　　一481一
柳川　高行・柳川研究室
組みも持続的な競争優位性の源となる。
事業の仕組みをつくる際の選択
①企業の一連の活動の中で、どれを自社で行い
　どれを他社に任せるか
②どの活動を重視するか
③それぞれの活動をどのように行うか
④さまざまな活動をどのようにして統合するか
ex．自動車メーカー
家電メーカー
（P．53～54）
4．ビジネス・システムの構築（p．54～75）
　ビジネス・システムを設計するときには、次の3つを考慮せねばならな
い。
（1）どのような顧客にどのよ
（1）な諜欝7競争の状　て
（3）なにをもとに、持続的に
　　　　　　　　　　　一自社のビジネス・システムについて
比較優位を構築するか
（1）顧客にとっての価値
　顧客にとっての価値（二一ズ）を考えることが、ビジネス・システムを
構築するときの出発点になる。
　顧客の二一ズは多様なので、その全体を「束」と考え、その束が最も集
中するところ（＝二一ズの核）に重点を置いてビジネス・システムを設計
する．…①
　　　　客の二一ス　　　　　　　　　　　　　　ビジネス・システムの設言
　顧客　　　　　二一ズの核　　　　　　戦略的課題　　　どの基本活動を重視するか
　二一ズの束　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基本活動をどのように一貫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　させるか
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（2〉競争への対応
　しかし、競争に勝つためには、ふつう①だけでは不十分一「どんぐりの
背比べ」
　　　※例外…　　市場細分化（マーケット・セグメンテーション）を行っ
　　　　　　　　　ているとき（ex．自動車市場）
　　　　　　　　　他社よりも圧倒的に優れた経営資源の蓄積があるとき
　　　　　　　　　　（ex．コカ・コーラ、IBM）
①を行った後の戦略＝　競争相手の模倣を難しくする戦略
②微妙な差別化…差別化のポイントを決めて、そこに資源を集中させる
③個性的な差別化…企業の個性やイメージをはっきりさせる
④コスト優位の追求…顧客とは直接関係のないコスト部分で差別化する
　競争相手の識別と市場の範囲
　市場の境界をどこに引くかにかんして、「これが普遍的に妥当だ」という
ような境界は存在しない。だから、引く境界によっては、競争相手が意外
なところにある場合もある。・・℃x．代替品
　しかし、競争相手をはっきりさせないと差別化戦略がたてられない。よっ
て企業は、市場を成り立たせている競争者・顧客・製品、サービスについ
て、それぞれ境界線を引いていく必要がある。
（3）維持可能な優位の構築
　持続的な比較優位の源泉は、i）経営資源とii）競争ドメイン（領域）
の決め方によって決まる。
　　　　争のドメイ’
　　　　　　製品A　製品B　製品C・　　製品ラインの幅
原材料
部品
開発
生産
卸売
小売
業務の流れ
競争ドメインの選択
製品ラインの広がり×垂直的統合の程度
　（ヨコ）　　　（タテ）
ドメインの広さ（面積）は、
によって決まる。
ドメインが広ければ、差別化の手段も広くなる。
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ビジネス・システムの変化を促すもの
　比較劣位にある企業が、リーダー企業と同じようなビジネス・システム
をつくって比較優位を獲得するのは難しい。むしろ、リーダーとは異なる
全く新しいビジネス・システムをつくって対抗した方が良い。
一一（作りかた）
・経営資源の力学を利用する…情報的経営資源の蓄積
・テコとなる戦略を利用する…強力な商品、焦点を絞った戦略
・不足する経営資源を外部から補う…合併、買収、提携
・環境の変化を利用する…
　　　；
主役の交代も起こりうる！
・製品技術、生産技術の変化
・交通（輸送）技術の変化
・情報伝達、処理技術の変化
・取引、組織技術の変化
・社会構造や生活慣習の変化
5．競争の意義と変化のリスク（p．75～81）
r非競争の志向」一非競争の状態が一番良いのか一×一［廼璽
市場競争の本質
｛』 　・市場には、資源の売り手と買い手という2種類の参加者がいて、それ
　　ぞれが自分の利益を求めて行動する。
　・各参加者は、それぞれ対等の条件で自由に判断して競争に参加する。
　・各参加者は、自分にとって最も有利な条件を提示した相手と取引する。
　市場競争の利点
　・参加者の自由が尊重される。
　・ある一定の条件が満たされたとき、合理的な資源配分をもたらす。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・アダム・スミス
　・競争に勝とうとする人々の努力や熱心さを引き出すことができる。
　・ゲームとして面白い一人々が真剣になる
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　市場競争の限界
　・敗者（一弱者）が出る。
　・資源配分の非効率…電力、電話、ガスー「市場の失敗」
　・相手の情報不足につけこんで、相手をだましたり、損害を与えたりす
　　ることがある。
　競争と非競争のバランス
　市場競争は、企業組織の健康維持に大きな役割を果たす。
　だから企業は、かなり頻繁に起こる「競争の枠組みの基本的変化」とい
うリスクに対応できるカを維持できるように、市場競争の圧力を利用する
ぺきだ。
一ex．人口構成の変化、流行の変化
　企業には、非競争への志向を強くしすぎない配慮が必要である。
2－3－1　市場の要請への適合とニッチェの発見方法
ゼミナール用資料
　　　　　市場の要請に応えられる企業と人材だけが
　　　　　　niche（適所）に住むことができる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99．11．9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
1．requestとcanのhappymarriage
　目本を始めとする資本主義的自由市場社会に於いては、企業は他企業と
競争しながら消費者に自社商品を購入してもらおうと努力を重ねる。企業
が市場で勝ち残る為には、①市場の要請（request）に適合的な製品を、②
競争相手より高品質・低価格で提供できなければならない（can）。request
とcanとの幸福なmarriageが競争に勝つ要諦であろう．
　労働市場に於いて自己の労働力を買ってもらう労働者に関しても事情は
同様である。労働市場のrequestに応えるcan（能力）を持った労働者が高
　　　　　　　　　　　　一485一
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い評価を与えられ卓越したempIoyabllityを獲得できるのである。その際重
要なことは市場のrequestの内容を見抜く洞察力と自分をそれに対応できる
ように変えていくことができる自己学習能力である。
　企業は市場の要請を認識する為にさまざまなマーケティング技法を創造
し利用してきた。市場実査の様々な技術はその代表例であろう。労働力を
販売する私達個人も、労働市場の要請を認識する感受性を磨かねばならな
い。マーケティング技法は、私達個人にとっても必要不可欠なのである。
　市場の要請、すなわち消費者の二一ズは、国により、また同一国内でも
地域によって、また時代に応じて大きく異なってくることが注意されなけ
ればならない。ホチキスひとつとっても経済発展の程度に応じて売れる商
品は異なってくるし、高価なペットフードが売れる国はごく限られている
ことから、この事実は明白であろう。学習塾や予備校というサービスはあ
る特定の時代のある国に於いてのみ市場での取引が可能なのである。さら
に市場の要講に関しては、企業が提供する商品とサービスの最も高い品質
と最も低い価格とを市場が学習し、それらを参照品質、参照価格として、
企業との相互作用を通して、期待品質、期待価格という市場の要請の内容
が形成されることが注意されなければならない。
　労働市場に於いて高く評価されうる労働力とは、企業により多くの超過
利益を与えうる人材であり、与えられた職務を、高実績を伴ないながらよ
り短時間に遂行できる能力の持ち主である．絶えず変化する仕事を、コン
スタントに十二分に遂行していく仕事能力は、高いjob　adaptability（職務
適応能力）と呼ぶことができよう。それこそがrequestに応える個人の持つ
べきcanの内容である。
2．niche一匿questとwantとcanの一体化一
　niche（適所）とは、企業が自ら定義した企業ドメイン（want）が、競争
相手と比較して優位な状態で市場に受け入れられている状況を言う。それ
は企業の競争戦略の望ましい最終目標だと言うことができる．企業が自己
の経営理念や経営哲学と合致する形で選択創造した事業（want）が、企業
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の独自能力（can）と結合し、市場のrequestに合致した場合に企業は自ら
の市場内適所（nlche）を手に入れることができる。
　この事情は個人に於いても全く同様に当てはまる。個人の価値観や人生
観に導かれて選択された「やりたいこと（want）」が、「実行能力（can）」
と結びつき、「社会的に受け入れられ（requestに合致）」、「十分生活するに
足る報酬（money）」を得られる時に、私達は、職業生活に於けるnicheに
安住することが許されることとなる。
　家庭や趣味の世界に於いて、紛れの無い絶対的幸福感を味わっている人々
は、私的生活に於けるnicheに安住しているのだと言うことができよう。
　職業上のnicheを発見することの秘訣は、自分の本当にしたいことで、同
時に社会が必要としていることが一体何なのかを突き詰めて考えていくこ
とである。そしてその後で、社会の要請に応えうる能力を身に着けていく
努力をなりふり構わず行なう実行力と持続する志とが不可欠であろう。
2－3－3　独自能力を身に着ける学習方法一知の組み替え能カー
ゼミナール用資料
　大学で身に着けるべき能力としての自己学習能カ
ー自己学習能力の中核は、知の組み替え能力である一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99．11．9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白鴎大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
　「愚者は経験によってしか学ぶことができない」という言葉があるが、
世の中には自己の経験からさえも学べない人や組織体（企業も含む）は意
外と多い。何度でも同じ失敗を繰り返す人や企業は後を絶たない。岡本真
夜さんの名曲「TOMORROW」には、「涙の数だけ強くなれるよ」という素
敵なフレーズがあるが、私が既にいくつかの講演とエッセーとで明らかに
したように、自己の失敗に気付き（findin9）失敗の原因を直視し（confrontation）、
　　　　　　　　　　　　一487一
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失敗しないように新しい能力を身に着けていく（improvement）ことがで
きなければ、涙の数だけ強くなることは決してできない（これを私は1人
QCサークル能力と呼んでいる）。泣いても泣いても一向に強くなれなかっ
た企業の代表例が、テレビゲーム産業に於けるNE　Cとセガ・エンタープ
ライゼスである。
　賢者や賢い企業（smart　company）は、他のうまくいっている人や企業
を観察学習し、その成功要因を洞察し、自分ができるように修正して取り
入れていくベンチマーキング（benchmarking）能力を有している。さらに
彼らは、他の失敗した人や企業の観察学習を通して、その失敗要因を洞察
し、自分がその誤りを予め回避していくことができるアンチ・ベンチマー
キング（antl－benchmarking）能力をも同時に有している。さらに賢者や賢
い企業は、自己の活動のどこに欠点があるのかを適確に指摘してくれるno－man
という監視役を外部に持っていて、自らのinnercheckと外部からのouter
checkというdouble　loop学習の仕組みをシステムとして持っている（例
えば柳川の場合、selffheckのいくつかの視点と、ゼミ生や妻のcheck、そし
て研究会や勉強会そして学界報告が、doubleloop学習の内容をなしている）。
　1人QCサークル能力、ベンチマーキング能力、アンチ・ベンチマーキ
ング能力、no－manのcheckにより自己修正していく能力の全てを貫いてい
るのが、自己学習能力であり、その中核にあるのが「知の組み替え能力（knowledge
transformationing　ab”ity）である。知の組み替え能力には、低次のそれと、
高次のそれが区別される。
　低次の知の組み替え能力とは、類似情況に於ける知の組み替え能力であ
る。これは、英語の達人の勉強方法を真似して、英語能力を身に着けてい
こうとする若き英語学習者の場合や、新事業に参入した企業が先発の業界
No．1の企業のやり方を模倣し自社内に導入していく場合が典型例であろう。
夕陽ビールと陰口をささやかれ崖っ淵に立たされたアサヒビールが競争相
手のキリンから「古くなったビールを店頭に置いてはいけない」と教えて
もらい、freshrotationという行動原則を自らに課したことは代表的事例であ
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ろう。
　高次の知の組み替え能力とは、異質な情況に於ける知の組み替え能力を
意味している。アメリカ型コンビニエンス・ストアの運営システムを完全
に目本型に組み替えたセブンーイレブン・ジャパンや大型スーパーマーケッ
トの商品陳列棚を見て、カンバン方式を考え出した（と言われている）ト
ヨタ自動車が典型的・代表的事例であろう。自己の体験のみならず、他人
の経験からも深く学んでいく能力こそが、人生を生きていくうえでも個人
にも組織体にも最も必要な能力のひとつであろう。
ゼミナール用資料（1999年6月29目）
知識を生かす為の意味の組み替えについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白鴎大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
　今月ある学習塾の教室責任者（校長）を対象にした講演会で話をする機
会がありました。学習塾では、生徒・父兄と教員と学習塾の3者が共にhappy
になるhappy　trlangleが成立しなければならないという話をした後で、セ
ブンーイレブンの成功を例にして、学習する社員（OFC）のsingle　loop学
習とdoubleloop学習とがhappytriangleの形成と維持とに必要不可欠であ
ることを話しました。
　聞いてくださった方の感想は大きく4つに分かれました。その第一は、
どう自分の仕事と関連させていいのか分からない、明目はどうするべきな
のか、来年はどうあるべきなのかが触発される話ではない、というnegative
な感想でした。その第二の感想は、今までの学習塾のほとんどのことが一
っの線となっていなかったというものや、我々の現状に置き換えてみると
こういうふうに考えられるという、自分の仕事に生かしていこうという戦
略的発想でした。これと深く関連していると思われますが、第三の感想は、
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話をする柳川本人の教育姿勢や教育理念に共鳴したという人間的共感でし
た。その第四は、私の話そのものが大変知的に面白かったという、話その
ものに対するpositiveな感想でした。
　以上の4つの感想のタイプは、他人の話を聴いた場合のみならず、本を
読んだり、TVのニュースやノン・フィクション番組を見たりした場合の代
表的な感想のタイプであると思われます。何も触発されないという感想を
持つ人々は、私のよく使う比喩を用いれば「レンズにふたをしたカメラ」
のような人々であり、情報への感応度が限りなくゼロに近い人々で、どん
なに良く準備された話や本にも心を開くことのできない不幸な人々です。
ああ面白いという感想を持つ人々は、「面白がる」という能力には長けてい
ますが、それを自分に引き付けてどう生かし自分をどう変えていくのかが
遂に分からないという意味でやはり幸せとは言えない人々です。
　話をする柳川の仕事に対する姿勢や態度、職業倫理に共感して下さる方々
は、「人間的感受性」に長けている人々ですが、このような人々は、私の態
度や倫理を越えて私の学習方法や教育方法を理解しようと努め、それを自
分の仕事の仕方や生き方に引き付けて考えるという第四のタイプの人々に
なる必要があると考えています。
　誤解のないように一言付言しておきますが、他人の話や他人の書いた本
を「純粋に楽しむ」という態度や考え方は決して間違っているわけではあ
りません。私達には日々の生活の疲れを癒す為に全てを忘れて楽しむとい
う行為が必要不可欠です。私自身に話を限定しても城山三郎さん、宮部み
ゆきさん、高村薫さん、山本周五郎さんの本を読んでいる時は至福の時で
もあります。漫画を読んだり音楽を聴くことも私の気持ちをリフレッシュ
してくれますが、他方に於いて仕事にどう生かすか、自分の生き方にどう
応用するのかという「思考の素材」や「行動のヒント」として情報に接す
る態度は今後益々重要になると思います。生きていく、ということは新し
いことを学び続けることに他なりませんから、常目頃接触する情報（accessible
infomation）を自分に引き付けて理解ていく能力はとても大切だと考えられ
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ます。
　セブンーイレブンについての知識は、セブンーイレブンという「文脈（contexO」
と結び付いている知識ですが、それを自分に引き付けて生かすということ
は、私という「異なった文脈」と関連させてセブンーイレブンの知識を組
み替えて新しい意味を作り出していくことを意味しています。ある知識を
異なった文脈の中で理解し直していくと言っても良いでしょう。知識の別
文脈の中での意識的組み替え能力は極めて重要な能力であることを是非忘
れないで欲しいと思います。
2－4　知の組み替えの実践
2－4－1　浜崎あゆみさんへの手紙
ゼミナール用資料
　　　　　　浜崎あゆみさんへの手紙
一A　Song　for　XXを経営学者はどう聴いたのかマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999．　8．　17）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999．　11．　16
　　　　　　　A　Letter　to　the　Singer　Ayumi　Hamsaki
　　　　　　　　：how　is　A　Song　for　XX　listened　to
　　　　　　　by　a　business　management　researcher？
　前略ご免下さい。
　突然お手紙を差し上げますご無礼をお許し下さい。私はふとした偶然か
ら今年（1999年）の春休みにあなたの1st　Album　A　Song　for　XXを買い大学
の人のいない研究室でボリュームを一杯に上げて繰り返し繰り返し聴きま
した。あなたの歌の中には実に心に残る印象的なフレーズが沢山ありまし
た。私は3月12、13目の両目原稿用紙7～8枚のメモ書きをまとめました。
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　夏休みに入って8月16、17目の両目、それまで折に触れて考えていたこ
とをまとめて、あなたへの手紙にしてみました。まだまだ思考の十分熟さ
ない点や舌足らずの箇所も数多く見られますが、ご笑覧下さいませ。
　あゆみさん、あなたは「いつから大人になるの。いつまで子供でいいの」
と歌っておられますが、この大人と子供の違いを明確にする条件とでも言
うべきものをまず考えてみましょう。
　大人になったことが、はっきりと分かる目印のようなものは一体何なの
でしようか。
　20歳になり、選挙権を持ち酒とタバコが許され犯罪を犯すと実名で報道
されるようになる「法律上の大人」があゆみさんの言う大人ではないでしょ
う。
　仕事をして自分でお金を稼ぐようになった時から、大人になったと言え
るのでしょうか、これも違うような気がしますね。
　家を出て（離家して）1人で生活するようになった時から、大人になっ
たと考えられるでしょうか。これは実に簡単な大人のなり方のような気が
しますね。
　結婚して夫や妻となること、或いは子供が生まれた時から大人になった
と考えていいでしょうか。これも世の中には子供同士が結婚したような場
合が一杯ありますし、子供が子供を生んでいるような場合も沢山あります。
　どうやら上で述べたような、「形の上での変化」を大人の目印にすること
には無理があるようですね。
　私は大人になるということは、次のような生き方や考え方がはっきりと
定まり、原理原則がはっきりとしてくることではないかと考えています。
第1に、人生で何が大事で何が大事ではないのか、という人生でのモノゴ
トの優先順位が付けられるようになることだと思います。第2にどういう
人間が望ましいのか、人間観がはっきりしてくることです。このような人
間観が結婚相手の決定や友人の選定、子育ての原理原則となるのです。第
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3に大きな悩みや問題を抱えていても為すべき職業的義務や大事な家族の
為に為すべきことをきちんと果たす強い責任感を所有していることでしょ
う。第4に困難な課題から逃げ出さない強い精神力を持っていることです。
第5に行なわなければならないことがある場合、欲望を抑えることができ
ることです。毎週欠かさず見ているTV番組を我慢できるか、大好きな人
達との飲み会の誘いを断わることができるかどうかでこのことは判断可能
です。
　大人になるということは、結構ハードなことに思えるでしょう。ずうっ
と子供のままでいたいという「ピーターパン・シンドローム」め方々や「モ
ラトリアム人間」のままでいたいという人々も沢山いますが、自分の人生
を自分の意欲と能力とによってコントロールし、人生というキャンバスに
自分の絵を描いていくことも実は大変楽しいことです。私は結婚して6年
目の40歳の時に1人目の子供が生まれましたが、丁度その半年後くらいに
大人への階段を昇り終わったという実感を持ちました。私の場合に、研究
論文を書くということは100％自分だけで決定できるし、全く書かないとい
う選択肢もありえます。私は40歳からの10年間、仕事に関しては自分のコ
ントロール通りに実に沢山の仕事と、いくつかのとても良い（と私は信じ
ている）仕事をすることができました。この10年間で400字で軽く5，000枚
を超える原稿が活字となって公表されています。
　実はこのように大人になれた私が良い仕事ができるようになれたのは、
私が時々子供に返って私の妻や子供に甘えることが許されているからです。
研究成果を公表することはとても勇気がいるごとですし、多くの批判にさ
らされることも覚悟しなければなりません。毎目ではありませんが大学で
仕事のあった目や外部での講演の終わった目は、「私の顔付き」が大変キツ
クなって帰ってくると妻は言います。我が家の2人の子供も幼稚園生時代
に園から帰ってくると「少し尖った感じの顔付き」になっていて妻に（母
親に）グズってみたり反抗してみたりと沢山甘えました。私も家では妻に
甘えて、大学内での出来事や教授会や委員会の内容を逐一聞いてもらい自
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分の発言や行動がおかしくなかったかどうかチェックしてもらいます。子
供に甘えるという言い方は少し変な言い方ですが、現実に随分昔のことで
すが、とてもつらいことがあった時に、2歳の娘を夜抱きしめていた時に
娘の温かさが私の体に伝わってきた時に、「よおし、こんなことで負けてた
まるか」と闘争心がムクムクとわいてきたことがありました。子供の名前
を用事もないのに呼んでみたり、職場から家に電話をかけて子供の声を聞
くのも私が子供に甘えているのだと思います。妻も同じように私と子供に
甘えることが多いと私は思っています。
　あゆさん、長々と述べてきましたが、私達は大人になってからも、いつ
までも子供という側面を持ち続けて良いのだと私は考えています。でも大
人が持ち続ける子供の側面は、ほんとうにつらい時にだけ現われるという
出現形態と、家族を含めてほんの限られた人々に対してのみ表出されるべ
きだと私は考えています。それは全人格的に触れ合う強い信頼関係に基づ
く人間関係の中でのみ、表出されるべきだと私は思います。私の周囲に沢
山みかける、学生に甘ったれている教師や、同僚に甘ったれている大学教
員は、真っ当な大人でもなく、節度をわきまえた子供でもない奇妙な存在
です。こういう人は「心理的発育不全」と言われるぺきです。
　あゆさん、大人になることの意味と、大人の中に子供が同居してもいい
のだ、という私の考えを述べてきましたが、納得はして頂けないかもしれ
ませんが、理解はして頂けたことと存じます。
　あゆさん、あなたはまた「居場所がなかった　見つからなかった　未来
には期待できるのか分からずに」と歌っておられます。
　私自身、自分の居場所が見付かったのは40歳になる前後のことで、それ
までは「ここは私の居るべき場所ではないのではないか」という違和感を
ずうっと抱いていましたし、私の妻と結婚しておりましたが、「私と結婚し
たことが妻にとって一番幸せなことだったのだろうか」と自問自答する目々
が続いていました。
　居場所というのは、私の理解によれば、「私にとって最も居心地の良い仕
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事の状況と人間関係の状況が存在していること」で、この状態がずっと永
続して欲しいと思えるような状態の中で生きていることを意味していると
思います。それは、仕事や社会の中で見付け出した「私の適所（my　niche）」
であり、私の土俵でもあります。
　私自身が居場所が見付からない、妻が幸せかどうか自信が持てなかった
最大の理由は、私自身が与えられた環境を100％生かしきり、「自分にしか
できない」ばかりでなく、「満足度の極めて高い良質の仕事」を行なうこと
ができているという確かな手応えを持つことができず、どんなことがあっ
ても妻を幸せにしてみせるという強い自信とが持てなかったからでした。
40歳前後に私に居場所が見付かったと感じられたのは、仕事の能力と自分
の生きる姿勢とに静かな自信がついたからです。30代に私の悩んだ最大の
ことは、今自分のやっている仕事に「柳川にしかできない、替りは誰もい
ない」という実感がどうしても持てないということでした。替りがいくら
でもいる仕事、自分でなくてもできる仕事を一生自分はやっていくのだろ
うか、私がいなくとも世界は全く変わらないのだ、という思いは私のidentity
を根底から揺るがし、私はidentity　crisisの真っ只中におりました。その苦
しみの最中に私の妻が私に示してくれた深い愛情を私は一生感謝していき
たいと希っています。私がこの苦しみから逃れ出ることができたのは、無
我夢中で必死になって勉強して創り上げた私の講義用ノートでした。年問
120回分の講義ノートを全て自分のオリジナルなストーリーとして創り上げ、
「白鴎大学のシンガーソングライター」へと成長変化できたからです。教
師として自信が持てるようになった頃とほぼ同時期に私は、自分でも転換
点となったと思える論文を40歳の時に数年振りに発表できて研究者として
も自分はやっていけるという自信を掴むことができました。
　教育と研究という仕事に於ける自信、それは「私にしかできないこと」
とのようやくの出会いでもありました。そういう自信ができたら、私こそ
妻のことを最も幸せにできるはずだという確信を持てるようになりました。
このような自信の獲得を可能にしてきた毎日の生き方を明目も、あさって
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も続けていけば、未来は大いに期待できることを私は知り、10年問只一筋
の道を歩んできました。生き方の基本型を身に着けることができれば、「未
来には期待できる」のです。それを私は100％の確信を持ってあゆさんに申
し上げられると存じます。
　あゆさん、あなたは「人を信じる事って　いつか裏切られ　はねつけら
れることと同じと　思っていたよ　あの頃そんな力どこにもなかった」と
歌っておられます。100％信じられる人は果たしているのだろうか、という
重い問いかけですね。実は他の人から信じられ、裏切らない為には、自分
の中に強烈なパワーが必要不可欠で、年が若い程、大変な経験をくぐり抜
けたことが少ない未成熟なうちはとても難しいことです。なぜそうなのか
と言うと、人を裏切らないということは、自分にとってとても大切な事を
きちんと守り、己のなすべき事をきちんとなしとげて、さらにその上に相
手のことを考えて行動することに他ならないですから、人間的に成熟して
いて大変なことに同時に2つも3つも直面してもたじろがない勇気が必要
なのです。
　私達がなぜあんなにも「恋愛小説」を好むのか、それは世の中に永遠に
続く愛が本当に稀であるからこそ、昔も今も私達は恋愛小説に深く魅かれ
るのでしょう。私は自分のゼミナールの学生に尊敬する山ロ百恵さんの自
伝的エッセー『蒼い時』（集英社文庫）をゼミの教材として読ませています
が、この本は山口百恵さんが信じられない人々とばかりの出会いの中で、
決して裏切ることはないと心底信じられる人と出会い結婚に至るまでのス
トーリーであると私は思っています。私の大好きな（尊敬していると言っ
てもいい）山本周五郎さんの小説に『さぶ』という名作があります。不器
用で腕の悪い頭も良いとは言えない「さぶ」という名の職人が主人公です
が、小説のほとんどは腕の良い男前の職人「栄二」を中心に展開されます。
私に勧められてこの本を読んだ大学生の殆ど全てが、この小説は栄二が主
人公で栄二の話ではないかと私に感想を語ります。周五郎さんが『さぶ』
という題名をつけたのは、栄二に影のように寄り添い栄二の幸せを願い続
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け、最初から最後まで決して栄二のことを裏切らない主人公「さぶ」の魂
の美しさ、愛しさをどうしても小説にしたかったからだと私は思います。
この小説の中で「さぶ」の本名「三郎」が只一箇所だけ出てくる所があり
ます。大変な苦労をしてきた若い娘が、さぶの恋人として登場した場面で、
さぶの本名が語られ、さぶを理解し愛情を持ってくれた女性の出現がほん
の小さく描かれます。私はこの部分を読む度に胸の中に温かいものが広がっ
ていきます。
　シャーウッド・アンダーソンというアメリカ人の小説家に『ワンズバー
グ・オハイオ』という架空の町を舞台にした小説があります。（山本周五郎
さんに、この小説にヒントを得たと私には思える『季節のない街』という
連作短編集があります）大学1年生の時の英語の授業の教科書で、夏休み
中に原書を買って読む位私にとって魅力的な小説でした。その中に「ひね
こびたリンゴ」（こう訳していいのか今でも分かりませんが）という章があっ
て変人の医者と、その医者の美点を只1人理解して彼と結婚する若い女性
の話でした。「ひねこびたリンゴの甘さを知る人は少ない」というような文
章があったように記憶しています。『さぶ』の主人公と一般的には思われる
栄二の良さを分かる人々は（女性も含めて）沢山います。でも栄二の貼る
ふすまやびょうぶに使われる糊を作るさぶの良さを分かる人は少なく、彼
を理解できる女性はもっと少ないでしょう。
　あゆさん、話が大分それてしまって申し訳ありません。実はこのような
話を書いてきたのは、私達人間の多くは、人から裏切られることを極端に
恐れているのは、自分も裏切るかもしれないと、密かに自分の弱さに恐怖
感を持っているからなのではないかと私が感じているからに他なりません。
他人を信用することなんかできない、「だから」私も（俺も）裏切ったって
いいのよね、という論理が透けて見えるような気が私にはしてなりません。
まずあなたが絶対に裏切らないと約束してくれなきゃ、私も裏切らないっ
て約束はしないという「後出しジャンケンの論理」が私には感じられるの
です。
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　私の毎目生活している大学の中にも、「学生はさっぱり勉強しようとしな
い。「だから」私も適当に授業をしておこう」という教員と「先生は遅れて
きて雑談ばかりしてきちんと授業をしてくれない。「だから」私達も適当に
遊んじゃおう」という学生達が、互いに「誰か他人のせいにして」、相互不
信ゲームに興じています。
　他人は全て信頼できて裏切らないかと言えば、子供でもノーと言うでしょ
う。私自身これまで生きてきてお付き合いしてきた人々の中に例外的に少
数の100％信頼できる人がいます。そのような人に出会えたことは人生の幸
福ですが、実はそのような人と付き合っていくことは、大変な緊張感の中
で生きることを意味しています。先に述べた相互不信ゲームなら、どんな
いいかげんな生き方もお互いにできますが、相手が裏切らないということ
は、自分も決して裏切ってはいけないことを意味しています．そして裏切
らない為には、一番最初に述ぺましたように強烈なパワーが必要不可欠で
す。
　あゆさん、ようやく終わりに近づきました。人を信じて裏切られない為
には、こちらも決して裏切らないという誠実さと、強力な心理的エネルギー
が必要です。もし大切な人に万が一裏切られても、よしもう一度信じ続け
られる自分を演じ続けようという揺るがない精神力が必要不可欠でしょう。
人から信じ続けられる人間性は、自分と闘い勝ち取っていくものだという
ことがお分かり頂ければ大変嬉しく思います。
　あゆさん、あなたはまた「一人きりで生まれて　一人きりで生きていく
きっとそんな毎日が当り前と思っていた」と歌っておられます。人は一人
きりで生まれて一人きりでいく　「絶対的に孤独な存在」だろうかという話
を次にしてみたいと思います。
　私には愛する掛け替えのない家族と、尊敬し愛している恩師や友人もい
ます。そして私のことを好いてくれる教え子達も少ないながらおります。
でも私はいっかこの愛する人々と別れて1人で旅立って行かねばならない
存在ですし、私の心の中を100％理解してくれることは、妻でもそして私自
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身でさえも不可能なような気がしています。私自身が自分の父親の心の中
を殆ど知らなかったように私の息子も娘も私が何を考えどんなことを希っ
て生きていたのか、そして彼ら・彼女らをどれほど好きだったのかを知る
ことは決してないと私は思います。
　あゆさん、若いあなたは、一人きりではなく、誰かと「ともに生きるこ
と」の素晴らしさを歌いたい、一人法師ではないということを歌に託した
いのだと思います。
　私も結論はあゆさんと一緒ですが、1つだけ違う点があります。私達は
一人法師から逃れることは遂に出来ないと私は思います。私は「人は一人
法師なのだ」という心を隠し持って、一人法師だということを十分に知っ
ているからこそ、私の家族の私にくれる優しさや思い遣りの貴重さを十二
分にかみしめて生きているのだと思います。少し難しい言い方になってし
まって申し訳ありません。どんなに親しい人とでも一体化（identification）
することはできないということです。孤独な魂同士が孤独をかみしめなが
ら2人で向き合う幸せをつかのま共有していく、それが人生なのだと私は
思っています。私は1つだけ夢が叶うならずっと長生きして私の子供が幸
せに生きていけるようにずっと見守っていきたいと希いますが、それは不
可能なことです。子供にとって私や妻は「絶対的な味方」ですが、私達は
いつまでも共に生きていくことはできないのです。
　あゆみさん、あなたはまた「大人になっていくことと　無邪気な子供で
いるのは　どっちが辛いことですか　そんな質問はやめましょう」と本源
的な問いかけをしておられます。十分あなたを納得させられるかどうか余
り自信はありませんが、少し私の考えを述べてみたいと思います。
　私と妻は毎晩2人の子供が寝込んだ10：00位からビールを飲んであれこ
れ1時間くらい語り合います。私も妻も若い時よりもお互い年をとり中年
になった今の方が「ずっといい」という話を時々します。妻は若いころは
「将来どんなふうに生きていったら良いのか分からなくて不安で不安でた
まらなかった。今は子供のことはいろいろ心配だけれど、心穏やかな毎目
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を過ごすことができているから、今の方がずっといい。」と語ります。
　私も無邪気な子供でいることの方が大人よりもはるかに辛いのではない
かと思っています。innocent　childは、可能性の固まりですから「未だ何物
でもない存在」です。一体何になりたいのか、一体何になれるのか、自分
は何ができるのか、自分のことが自分でも分からない情況の中で、「選択の
自由」と「自分の無力さ」の中で不安に押し潰されそうになる、それが私
の高校生や大学生時代の一面でした。
　大人になることは、自分が何になるのかを1つだけ決断し、他の全ての
可能性を切り捨てることであり、したいことを1つだけ選び、その他のや
りたいことを全て諦めることでもあります。自分には何ができて何ができ
ないのか、自分の能力の範囲と限界とを明らかにし（これはとても辛い作
業ですが）、多くのことを諦め、捨て去って、残ったものだけが私の人生な
のです。
　それはまた「決められたレール』の上を毎日淡々と走り続ける目々です
が、安心感と充実感が持てる目々でもあります。これが私の人生だ、これ
が私の生まれてきた意味なのだと実感できるのが大人の日々でありましょ
う。
　大人の方が辛さは確実に少なくなりますが、不安定ですが、自分の可能
性を思い、多様な人生のどれを選ぶのかというスリリングなつらさを味わ
えるのは若い時代だけでしょう。その辛い時代を、その辛さと思いっきり
格闘した人々が、安定した大人の時代を十二分に味わうことができるのだ
と私は思っています。
　あゆさん、あなたはまた「過ぎた日々　振り返るのと　明日に期待をす
るのは　どっちが怖いことですか　そんな質問はやめましょう」と歌って
おられます。この「問いかけ」にも私は是非答えておきたいと考えていま
す。
　私自身は30代半ばまでは「振り返り派」でした。自分の毎目の仕事が自
分が頭の中で「こんなふうにやりたい、こういうことができるような私に
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変身したい」と考えていたこととかけ離れ過ぎていて毎目とてもつらい日々
を過ごしていました。妥協してこんなもんでいいのだ、と思い込んでしま
えばすぐにでも幸せになれたのでしょうが、私は「志高く掲げ」ながら自
分の能力不足との落差に苦しんでおりました。その当時、いつも思い出す
のは、「努力は必ず勝つ」と信じ込み生き生きと生活していた大学生時代の
ことと、1人で毎目毎目河原で遊びいつまでも飽きることのなかった小学
生時代のことでした。その想い出の中の私はとても幸せそうなのでした。
幸せそうな私は「想い出を振り返る度に」益々幸せそうになっていきまし
た。
　私は時々「あの時こうしておけば」という胸の渇くような思いで過去を
振り返ることがありました。思い返してもどうしようもないことを私は振
り返る度に苦い後悔を味わい続けました。
　「振り返り派」だった私は、過去に対しての憧憬の念と後悔の念とを胸
の中に住まわせておりましたが、転機は40歳になる時に生じました。講義
の手応えと1本の論文の完成とが私に教育者、研究者、そして人間として
の自信を与えてくれました。その後ピタリと私は過去を振り返ることを止
めました。私は「明日だけを見詰める生き方」をするようになりました。
決して変わることがなく裏切られる心配のない過去を振り返り、振り返る
度に美しさを増す想い出の中にどっぷりとつかることは甘やかな体験であ
りましょう。これに対して何が待ち受けているのか全く分からない「不確’
実性に満ちた」明目は怖いに違いありません。でも私達が生きていくとい
うことは、不確実な明目という未来に、自分の精一杯生きた軌跡を描いて
いくことに他ならないのではないでしょうか。自分の全てを傾けて、振り
返った時に「今日はカー杯生きた」と思える目々を刻印していくことが生
きていくことでありましょう。安全確実な過去を振り返り美しい想い出を
抱きしめることは、明目に向かって一歩先へ進むこととは正反対のことで
す。そこには新しい生き方を自分の手でつかもうという姿勢は皆無でしょ
う。その意味で過去に浸り切ることは、裏切られるかもしれない明目に夢
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を賭けて生きることよりも怖いことではないか、と私は思います。瑞々し
い生命の輝きの感じられない押し花の世界、それが「振り返り派」の生き
る世界ではないでしょうか。
　あゆさん、とうとう最後の歌詞へ辿り着きました。あなたの歌詞のいく
っかは、大変失礼な言い方ですが20歳という若さでどうしてこんな歌詞が
書けるのだろうかと50年生きてきて、大学教員としては純粋培養された方々
と比べれば多様な人生経験を積んできた私は思わざるをえません。それ程
あなたの書かれた歌詞は、私の胸を打ちました。
　「いつか散ること知りながら　愛されて　ただ美しく　まっすぐに伸び
ていくのは　どんな勇気がいりますか。　いつか散ること知りながら　踏
まれても　ただ誇らしく　まっすぐに伸びていくのは　どんな力がいりま
すか」という歌を聴いた時に、私はこれは私のことを歌って下さったので
はないかと悟越ながらそう思いました。
　私自身は勤務先の大学に於いてある種「孤立無援に近い」戦いをここ数
年続けています。今年の7月に大学の前期試験があり、私は自分の試験以
外の4つの科目の試験監督のお手伝いをしました。驚いたことにその4つ
の科目が全て持ち込み可の「バカチョン試験」でした。私は4年間の大学
生活を終了すると同時にそのまま職業生活を送ることになる学生達に何の
実力も身に着けさせることなく、形式的でいい加減な試験をして、採点作
業をいかに楽に行なうのかに腐心しているこのような大学教員には、怒り
を覚え軽蔑さえしますが、このような教員は「雑草のように」繁殖を続け
ています。
　私は講義もゼミナールも全力投球で学生を鍛えています。勿論試験も猛
烈に厳しいので学生は勿論、教員にも評判は良くありませんが、私は少な
くとも私の教えている内容に関しては十分勉強して力が着いた学生にだけ
単位を出したいと考えています（私の試験で取るAは価値があるのだと何
人かの卒業生からそう聞いたことがあります。S評価は1科目1人か2人
にしか私は出しません）。私が周囲のいい加減な雰囲気や大学文化（それは
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手抜き教育文化そのものですが）に毒されることなく自己の信念に基づい
て教育している「力と勇気の源泉」は次の3つです。
　第1に、私には「こういう教育をするべきだ」という「生きたお手本」
があることです。私の2人の大学院時代の恩師、藻利重隆先生と平田光弘
先生の温情溢れる厳しいご指導が、学生にとってどれほど有難いことか私
は身に沁みてそれを痛感しているので、自分の教育方法、教育姿勢に一点
の疑念も感じていないからです。
　第2に、私は教育の本質は学生を人間的に、そして専門的に成長させる
ことだと考える者ですが、私の教えていることを学生が納得と共感とを持っ
て受容していく為の、必要不可欠な条件は、私が「まっすぐに生きている
こと」だと信じて疑わないからです。
　第3に、私にまっすぐに生きていくカと勇気とを私の愛する家族が与え
てくれているからです。
　あゆみさん、あなたへの長いお手紙をどうやら書き終わりそうです。こ
れからも心に沁みる良い歌を沢山書かれますよう心からお願い申し上げま
す。
　どうぞくれぐれも健康にはご留意下さいませ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999年8月17目
浜崎あゆみ様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
2－4－2　井上陽水さんへの手紙
ゼミナール用資料
　　　　　　　　　井上陽水さんへの手紙
一傘がない、人生が二度あればを経営学者はどう聴いたのか一
白鴎大学
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999．　11．　21）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999．　11．　30
ALettertotheSingerYosuilnoue
how　are　Songs　No　umbrella，and　I　wish　my　parents　could　be　rebom
listened　to　by　a　business　management　researcher？
　前略ご免下さい。
　陽水さん、先月あなたのGolden　Bestという2枚組のCDを買い、研究
室で懐かしさに心を奪われながら繰り返しお聴きしました。
　思えば陽水さん、あなたとの初めての出会いは、大学院で学んでいた23－
24歳の頃に『氷の世界』というアルバムを聴いた時でした。いくら努力し
ても、本当に死に物狂いで努力しても先が全く見えないトンネルの中を手
探りで歩いていく不安に胸を締めつけられるような想いで毎目を過ごして
いた私にとり、「流れてゆくのは時間だけなのか　涙だけなのか　毎目、吹
雪、吹雪、氷の世界（2番）』、「ふるえているのは寒さのせいだろう　恐い
んじゃないネ　毎目、吹雪、吹雪、氷の世界（3番）」という「氷の世界」
のフレーズは、胸の深い所で心を揺さぶらずにはおかないフレーズでした。
　その当時デビューした荒井由美さんと陽水さんとは、一度もお目にかかっ
たことはありませんが、一緒に人生を歩いてきた「仲間」、もっとピッタリ
する言葉にすれば「戦友」という感覚を私は感じています。
　陽水さんの歌の中でも私は、「傘がない」と、「人生が二度あれば」とい
う2つの曲は、実によく　「時代の風」を感じさせ陽水さんの感受性の輝き
をよく伝える曲だと以前から感じておりまして、大学の授業や大学の外で
の講演等でこれらの曲をかけて、それを素材にした話をしています。今目
はこの2つの曲を聴いて私がどんなことを感じ、どんなことをその曲から
連想し、どんなことを話しているのかを、陽水さんへの手紙というスタイ
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ルでこれから少し語ってみたいと考えています。
1．傘がない、と社会的関心の喪失そしてwe－ismの台頭
　1972年5月に発売されたアルバム『断絶』に収録されている「傘がない」
という曲を初めて聴いた時の衝撃は今目になっても鮮やかに私の記憶に刻
み付けられています。その曲が出されるほんの数年前には、全国の大学で
全共闘運動に代表される学生運動が盛んで、そこでは「大学は社会にとっ
てどんな価値があるのか」、「大学の学問は世の中に果たして貢献している
のか」という、大学やそこで行なわれている学問や学生と社会との関係性
が厳しく問われていました。このような時代は、「社会的関心」の溢れてい
た時代でありました。それがあっという間に、社会的関心はボロ雑巾のよ
うに投げ捨てられ「私とあなた」、「君と僕」という社会と断絶した2人だ
けの世界へ、関心が急速にシフトしていった時代の変化を、陽水さん、あ
なたのこの「傘がない」は象徴的に示していたと言うことができます。こ
の社会的関心を有していたsoclety－ismとで’も呼ぶぺき時代から、2人の世
界至上主義とでも呼ぶべきwe－ismへの急速な変化は、関心の広がりが社会
全体（1，you，he　and　she）から社会を構成する最小単位であるyou　and
lへと著しい変化を見せましたが、まだかろうじて社会は成立していたと言
うことができます。ただこのyou　and　Iの世界は、1967年に歌手佐良直美さ
んが「二人の為に世界はあるの」と歌ったように、二人の為に世界はある
のであり、世界に何かを貢献する為に二人が存在しているわけではないと
いう意味で、社会に優越した関係、社会よりはるかに大切な関係にありま
した。
　あなたと私の世界への強烈な関心と埋没の一方で社会に対する極端な無
関心の併存とを歌った、陽水さん、あなたの「傘がない」という曲は、目
本社会全体が大きな転換点を1970年代に迎えていたことを鮮やかに浮かび
上がらせたと言うことができると私には思われます。
資料1
傘がない
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都会では自殺する若者が増えている
今朝来た新聞の片隅に書いていた
だけども問題は今目の雨　傘がない
行かなくちゃ　君に逢いに行かなくちゃ
君の街に行かなくちゃ　雨にぬれ
っめたい雨が今目は心に浸みる
君の事以外は考えられなくなる
それはいい事だろ？
テレビでは我が国の将来の問題を
誰かが深刻な顔をしてしゃべってる
だけども問題は今目の雨　傘がない
行かなくちゃ　君に逢いに行かなくちゃ
君の家に行かなくちゃ　雨にぬれ
つめたい雨が僕の目の中に降る
君の事以外は何も見えなくなる
それはいい事だろ？
作詞・作曲　井上陽水
編曲　星勝
FROM「断絶」1972．5．1
資料2
昭42
世界は二人のために
詞■山上路夫／曲■いずみたく／歌■佐良直美
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＊
愛　あなたと二人
花　あなたと二人
恋　あなたと二人
夢あなたと二人、
圭炎鑑灘鑑｝△
　　空あなたとあおぐ
　　道　あなたと歩く
　　海あなたと見つめ
　　丘　あなたと登る
　　（印くりかえし）
　　なぜ　あなたと居るの
　　いっ　あなたと会うの
　　どこ　あなたと行くの
　　いま　あなたとわたし
　　（印くりかえし）
　　（＊印くりかえし）
　　　　■オールスタッフ音楽
2．we－ismからme－ismへの移行と社会の解体の可能性について
2－1．人生が二度あれば、はme－lsmを予言した
　社会的関心が失われwe－ismが信奉される社会では、あなた以外の誰かの
為に尽くす、広く社会の安定と繁栄に資する生き方はダサイ生き方として
軽んじられていかざるをえないでしょう。「世の為人の為」という生き方は、
もはや前世紀の遺物と化し、冷笑の対象に堕していかざるをえなかったの
でありましょう。しかしながら最近の目本社会では、we－ismそのものが急
速に社会から消失しつつあり、それに替わって私個人の効用（私益）の最
大化を追求するme－ismが目本人の心を強く捕えつつあると私には思われて
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なりません。そしてme－ismへの勧めを、小さな声でささやきかけていたの
が、陽水さん、あなたの「人生が二度あれば」という曲だと私は考えてい
ます。「父は今年二月で六十五　仕事に追われ　このごろやっと　ゆとりが
できた」、「母は今年九月で六十四　子供だけの為に年とった」、「そんな母
を見てると人生が　だれの為にあるのかわからない　子供を育て家族の為
に年老いた母」。仕事の為だけに、そして家族の為だけで年老いていった父
と母へ、深く深く感謝しながらも、もし人生が二度あれば、お父さんもお
母さんも「自分の為だけに」生きることが許されたのにね、という父親と
母親への済まないという思いと、感謝しながらも、別の幸せな生き方があっ
たのではないですかという、子供の優しいまなざしに私自身深く共感しな
がら、「自分の為に生きる」というもうひとつの選択肢の存在を示唆するこ
の歌は、現代目本社会のme－ismの雰囲気を先取りしていたのではないかと
私は感じています。この曲が、1972年に「傘がない」と同じ『断絶』とい
うアルバムに収録されていたことは、驚くべきことですね。
資料3
人生が二度あれば
父は今年二月で六十五
顔のシワはふえてゆくばかり
仕事に追われ
このごろやっと　ゆとりが出来た
父の湯呑み茶碗は欠けている
それにお茶を入れて飲んでいる
湯呑みに写る
自分の顔をじっと見ている
人生が二度あれば　この人生が二度あれば
母は今年九月で六十四
子供だけの為に年とった
母の細い手
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っけもの石を持ち上げている
そんな母を見てると人生が
だれの為にあるのかわからない
子供を育て
家族の為に年老いた母
人生が二度あれば　この人生が二度あれば
父と母がこたつでお茶を飲み
若い頃の事を話し合う
想い出してる
夢見るように　夢見るように
人生が二度あれば　この人生が二度あれば
作詞・作曲　井上陽水
編曲　星勝
FROM「断絶」1972。5．1
2－2．『人形の家』のノラは、me－ismの先輩である
　ノルウェーの劇作家イプセンの戯曲『人形の家』は陽水さんもご存知の
ことと思いますが、その主人公ノラは、父親と夫とによって「人形」のよ
うに心無き者として愛玩されてきたことをカン然と拒否し、「自分の生き方』
を探し求める旅に出ようと家を出るのでしたね。家出するノラに向かって
夫が「君は神聖な義務を放棄するのか」と非難するシーンは実に象徴的で
す。家庭を持つ女性は、妻として夫に尽くし、母として子供に尽くすべき
だ、という古典的な「良妻賢母」という女性像がオーソドックスな社会的
価値観の中で、ノラは初めてそれをネガティブに評価し、妻でも母でもな
い「1人の人間」としての自分のidentityを求める生き方を選択していくわ
けです。ノラは一方に於いて、「近代的自我」の目覚めを象徴しているとと
もに、他方に於いて他人の為に尽くして生きるという「奉仕的生き方」か
ら「自分至上主義」の生き方を象徴していると思われます。先ほどの言葉
で言えばノラこそはme－ismの先駆的象徴であると言えると私は思います。
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次に、現代目本に溢れるノラ達の生き方を少し考えてみることにしましょ
う。
2－3．日本女性の結婚行動と出産行動に見られるme－ismの台頭
　現代日本は少子化と高齢化が共に手を携えて急速に進行しつつある「少
子高齢社会」でありますが、それは国や地方自治体、企業、そして私達目
本人全員に解くべき困難な問題を突き付けていると思われます。その問題
に直接答えることは、問題が大きすぎて語るべきことが沢山あり過ぎます
ので、以下では行ないませんが、少子化がなぜ生じるのか、という問題と
関連させながらme－ismの台頭を一緒に考えてみましょう。
　少子化を生み出している第一の要因は、若い女性が結婚することを結果
的に拒否し始めたことだと思われます。若い女性になぜ結婚しないのかを
質問したある調査によれば、結婚して苦労したくない、つまり家事や育児
で苦労したくない、というのが女性の言い分であったといいます。これは
妻や母という「人の為に尽くす生き方」の拒否そのものです。さらに女性
に結婚することを回避させている要因として「両親との同居生活の快適さ」
があります。独身20代女性の80％と、30代女性の70％が両親と同居してい
るというデータもあり、「生前贈与」を受け給料の殆んどを自分のためだけ
に使えるO　Lは「貴族O　L」だと言うことができます。生活の面倒は母親
に見てもらいながら自分のためだけに生きることが許されている若い女性
が、夫や子供のために尽くす生活を回避することは容易に想像できます。
若い女性は、人に尽くすことなく、両親に尽くしてもらうという「尽くさ
れ型人生」を選択していて、「世界は私のためにある」という価値観を持つ
ようになったと思われます。
　次になぜ結婚した夫婦の出産数がかつての3分の1以下にまで減少して
きたのかを考えてみましょう。朝目新聞の10年位前の調査によれば、日本
の主婦の殆どは「経済的に豊かである」と考えていますが実に40％くらい
の主婦が「幸せではない」と答えていました。なぜ子供を沢山産まないの
かを調査すると、養育費・教育費がかかりすぎることや保育所の機能が不
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十分であるという回答に並んで、仕事を続けていきたいという回答や、自
分の人生を大切にして生まれてきた意味のある人生を送りたいという考え
方が数多く見られます．余り幸せではない主婦としての生活（良妻賢母と
しての生活）に早く別れを告げて、「自分の為の人生」を歩みたいという現
代の主婦の願望が透けて見えるデータだと私には思われます。
　若い女性の結婚回避行動と、主婦の子育て期間の短縮化志向とは、女性
と主婦の間に自分の幸福こそが第一というme－ismが蔓延しつつあることを
明らかに示していると私には思われます。
　実は若い女性や夫婦の間に見られるme－ismへの傾斜は、妻の心情を理解
しようとはせず、また大事にしたり感謝してくれなかった夫達との結婚生
活という目本の歴史的現実に対してのレジスタンスである、という私の見
解を次に改めて論じてみたいと思います。
2－4．結婚の現実へのレジスタンスと女性達のme－ism
　現代目本社会では労働者の圧倒的多数がサラリーマンとサラリーウーマ
ンですが、目本のサラリーマンは、「会社人間（company－first　empbyee）」
と呼ばれるように時間の面から見てもエネルギーの面から見ても「滅私奉
公」をつい最近まで金科玉条としてきたと言えるでしょう。終身雇用の慣
例的保障と、家族全員の生活を支えるのに足りる生活費保障型の年功賃金
と引き替えに、目本の多くのサラリーマンは会社に於いて「無制限の義務」
を果たさなければなりませんでした。彼らサラリーマンは、長時間会社に
滞留し、退社後も同僚や取引先とともにノミニュケーションに励み、会社
が「擬似家族」化し家の外にwe－ismの社会が形成されてきて、それと引き
替えに彼ら目本の夫達は家庭に於いては、me－ismを随分前から貫き、妻達
を精神的に、そして心理的に孤立させてきたと言えるのではないでしょう
か。しかし近年のリストラや年俸制の導入により擬似家族も崩壊しつつあ
ります。夫達の大多数は、外での仕事と社交とに疲れ果てて家に帰ってく
るのです．家は寝に帰る場所に過ぎず、妻と子とのコミュニケーションは
殆ど全くと言ってよいほどなされていませんでした。目本の家庭の夕食シー
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ンから父親の姿が欠けることが多くなったのは随分以前からです。塾通い
の小中校生も夕食時間を母とともに過ごすことが少なくなり目本の家庭で
は、「孤食化」が進行しつつあります。目本のサラリーマンは「会社に住ん
で家に通う」と言われているほど「家庭喪失者」なのです。
　目本のお父さん達は、これまでの自分達の行動、つまり家庭の放掛と会
社への全人的埋没行動とに復讐され、家庭の中で孤立しつつあります．陽
水さん、あなたの歌の中で、「もう少し自分の為に生きてみてはどうですか」
と温かく見つめられていた目本のお父さん達は、仕事へと一層ノメリ込む
ことによって、家族から信頼を失ってしまい、家庭からも孤立し、あれ程
愛した会社への想いも、片想いに過ぎなかったという事実に直面し、自ら
の行動によって妻達をme－ismへと駆り立ててしまったと言えるのではない
でしようか。
　目本の主婦達がこのような目本家庭の現状（特に夫と妻の関係）に絶望
していることは近年の「熟年離婚」の傾向的増大からも明瞭に見て取れる
と思われます。目本の主婦の行動と考え方からは夫と妻というyou　and　Iの
we－ismが崩壊し、主婦の子供の教育や将来への過剰なまでの介入は、子供
をも飲み込んだ主婦のmeの領域の拡大であると私には思われます．子供を
通して自己の希望や欲望を実現しようとするのが目本に於ける「教育ママ
（education－minded　mother）」の実態ではないでしょうか。夫に絶望し、子
供を別人格として接することのできない主婦達のme－ismは、目本の企業と
家庭の在り方、そして家庭内の夫と妻の在り方つまり結婚生活の現実に対
するレジスタンスだと言うことができるでしょう。そしてそのような妻達
を生み出したのは夫達の生き方と妻への態度そのものだったことは歴史の
皮肉（irony）ですね。
2－5．we－ismからme－ismへの移行と社会の解体の可能性について
　井上陽水さん、あなたの名曲「傘がない」を素材にして、若者の間の社
会から切り離されたwe－ismの台頭を最初に述べました。その後で、同じ
く「人生が二度あれば」という私の大好きな陽水さんの曲を素材にして、
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若い女性の間のme－ismの蔓延、そして夫達のme－ismへの逃避の陰で
主婦の間に密かに浸透しつつあるme－ismを論じてきましたが、実はme－
ismが目本社会に深く広く浸透し根を張ってきたのは、つい最近の現象で
はありません。最近の目本社会に於ける企業と官僚の不祥事は70歳を過ぎ
た銀行経営者、企業経営者、官僚等の目本のリーディング・グループの行
動基準は、「利他主義」では勿論なく「使命感」に基づくことでは全くなく、
「個人主義」を飛び越えて「利己主義」、「自己利益の最大化行動」以外の
何物でもないことを誰の目にも明らかにしたと言えるでしょう。Me－ism
は目本社会に於ける「社会的に学習され構造化された行動基準（socially　leamed
and　structured　standard）」1こなったと言うことができるでしょう。最も相互
扶助・相互援助がメンバーを強固に結び付けてきたはずの家庭内に於ける
me－ismの静かな浸食と、リストラによって終身雇用慣行を大きく掘り崩さ
れている企業内での従業員の間に誕生し成長してきたme－ism、そして少年
ジャンプ流のスローガンである「友情・努力・勝利」を信じられなくなっ
た子供達の世界にカを持ちつっあるcoo1なme－ismは、人問と人間との好ま
しいglve－and－takeの社会的関係を根底から破壊することとならざるを
えないように私には思われてなりません。
　戦後60年経過して目本の戦後民主主義社会が最終的に生み出してきたも
のが、「他人に尽くすのみの人生」を否定し、「他人のためと自分のために
同時に尽くす人生』をもまた否定し、「自己の利益に忠実に生きる人生」を
選ぶ多数の人々であったというのは実に悲しいことですね．このような人々
の人生のスローガンは、「自分に正直に生きたい」というものであり、「欲
望を我慢しないことは非難されるべきではない」というものでしょう。こ
のようなワガママー杯の自分さえ幸福であればそれで良いという人生は、
私個人の人生が個人的に完結した人生であるならばme－ismは個人的正当性
を越えて社会的（？）正当性をも獲得しうると思われますが、現実の目本
社会の中で個人がカプセルの中や閉ざされた空間の中で生きていくことは
遂に不可能でありましょう。
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　私達は他の人々との関係性の中でしか生きてゆくことができない、とい
うことが人生の真実でありましょう。
3．新しいtake－care－of－ismの復権が今こそ必要
　Me－ismの全面的台頭の中で、現代目本社会そのものが解体の危機に直
面しているというのが、私の現状認識です。そしてそのような現状認識の
導きの糸こそが、陽水さん、あなたが1972年に歌い始めた、「傘がない」と
「人生が二度あれば」なのでした。
　Me－ismの台頭に伴なう社会の解体の危機はどうやって克服していったら
良いのでしょうか。私は、人間が人問として人格的に完成していく家庭と
学校という2つの共同体（コミュニティー）において、自分を一方的に犠
牲にすることなく、他者の為に何かをしてあげることに喜びを見い出して
いくという新しいtake－care－of－ismが復権していくことだと考えています。
　陽水さん、新しいtake－care－of－ismは、あなたが「人生が二度あれ
ば」で歌っている「私の為だけの人生」を、家族や子供に奉仕する生き方
と、「一回の人生」の中で両立させていく、「一身にて二生」という生き方
の中に生まれてくると考えています。
　陽水さん、突然ですが話を私個人に戻したいと思います。私は大学教員
という対人ケアサービスで生活の糧を得ている人間です。大学教員の中に
もme－ismの権化のような人々は意外と多く、研究することに熱意を感じ
時間とエネルギーを最大限に投入する替わりに、教育はできる限り効率的
に、つまり最小のエネルギーで済まそうとする人々が沢山いることが大学
の現状です。昇進が研究業績のみに依存しているという大学教員の人事評
価の在り方も、このような教育軽視の風潮を強化していると思われます。
　しかしながら私は教育に異常なまでに（！）情熱を燃やしている「変わ
り者」ですが、学生に対して分かりやすい話をしようと毎日努力を重ねて
いくと、私の教育能力の向上と私にオリジナルな教材が沢山蓄積されてい
くということにとどまらず、私の研究能力も格段にアップしていくことを
私は体験してきました。「学生に尽くす」という奉仕型生き方は、巡り巡っ
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て私自身の知的資産が著しく増えることとなることを私は自己の経験を通
して学んできました。「学生の為に尽くす」という人生も実は大変楽しいも
ので、それは同時に「自分の為に生きる」ことをも意味しているのだと私
には思われます。「学生の為に生きる」ことは同時に「教育者としての私の
為に生きる」ことに他ならないことを私は確信を持って言うことができま
す。
　私は結婚して6年目にようやく子供に恵まれました．殆ど諦めていたこ
となので宝クジの一等賞に当たったような嬉しさでした．子供が2人いる
ので、私の肩には家族3人の生活と人生とに対する責任がずっしりとのし
かかっています。心配しなければいけないことも増えましたし、時間も随
分と家族の為にとられるようになりました．しかし、面倒を見るという英
語がtake　care　ofという表現であるように、生きていく上でのさまざまにし
なければならないこと、生活の面倒がcareという英語で表現されていて、
子供が自分で行なえないcareを替りにしてあげることが、こちらが与える
（give）ではなく子供から与えてもらう（take）という表現には深い人生の
知恵が隠されていると私は思います。「子供や妻に尽くす」人生というもの
も決して悪いものではありません。家族は私に生きる張り合いと喜びとを
与えてくれるのです。「子供や妻の為に生きる」ということは、同時に「父
親や夫としての私の為に生きる」ことを意味しています。家族をtake　care
ofできるのは私に与えられた「特権』であると私は思っています。
　me－ismの洪水の中で、人に尽くす、世の為人の為という生き方は時代遅
れになりっつあるかもしれませんが、他人に尽くすことが最も自分を幸せ
に導きやすいという、「他者の幸福と共存するme－lsm」の復権は、take－
care－of－ismの復権に他ならないと私には思われます。
　陽水さん、あなたの作られた数々の歌は、この25年以上に渡って、私の
傍（かたわら）にいつもあって、私の心を慰め続けてきて下さいました。
どうぞこれからも心に残る良い曲を私達にプレゼントし続けて下さいます
ように心よりお希い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　一515一
柳川　高行・柳川研究室
不一
井上陽水様
1999年11月21日
　　　柳川高行
2－4－3　永嶋久子さんの講演から何を学ぶか
ゼミナール演習用課題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99．11．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川ゼミナール
配布資料　第24回経営セミナー、資生堂美容学校長永嶋久子、「企業がいま
大学生に求めるもの」を読んで、次の2つの問に答えなさい。
1．1～7までの空欄に適切な標題（小見出し）を付けなさい。
2．①～⑥の部分に関して、それぞれ次のタイトルのもとに感想と自分の
考えを述べなさい。
①仕事は与えられるものではない
②社内英会話スクール体験は何を教えるのか
③信頼を買ってもらう
④高い評価を与えられていない商品をどう売るのか
⑤やりたい仕事が思い切りできない時にどう生きたら良いのか
⑥偉くなったらどう振るまうぺきか
（注）資料は大量なので全て省略している。
　柳川の学生向け説明用レジュメのみ掲載しておくこととする。
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ゼミナール用資料
　　　永嶋久子さんの話（白鴎大学ビジネス開発研究所
　　　　　　第24回経営セミナー）から何を学ぶか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99．11．9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
1．仕事は与えられてやるものではない、今自分は何ができるかを考える
　福岡販社の最初の派遣先
　　まず掃除、電気をつけて店を明るく
　　英語はできなくとも技術がある
　　外国人のお客が皆化粧品を買ってくれた
　柳川メモその1
　　1．事務局のお茶クセを覚えている若い女子事務員
　　2．一橋大学のおソウジおばさん
　　3．料理の上手な森崎夫人
　　4．資生堂美容部員の私の姉と自信
　　5．上岡先生の代理の講演体験
　　　　×　1回限りで適当にやる
　　　　○　入念な準備で全力を尽くす
　　　　　　一その後ずっと付き合いが続く一
　　6．柳川の論集編集委員体験
　　　　企画の立案と実行
　　＊命令されていやいややるのではなく自らの意志で、新しいことを始
める楽しさ
与えられるのではなく創り出す
2．社内英会話スクール体験
始めることは誰でもできる
続けることはひとつの才能である
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ひとつのことを続けることができれば、全てのことを続けることができる
柳川メモその2
　Never－give－up　spirit
　20年以上、1esson　planを書き続ける
　誰も気付かず、誉めてくれないことを長年続けていくことが人生には必
要
（注意点）
会社の与えるチャンスは給与を払っている者に対して与えるものだからcannot
とabandonは決して許されない
元本と利子を返してくれる人にしかチャンスは与えられない
続けること＝成功するまで決して諦めない
3．信頼を買ってもらう
　言葉を超えて心は通じることがある
　通じる心の根底には優しさと熱意とがある
　私達夫婦はその信頼を買うのです
柳川メモその3
1．カリスマセールスマン、セールスレディーは、人間性を買ってもらう
達人である
2．戦略的資源としての誠実さ
　現代社会を見ていると「誠実さ」の旗色は極めて悪い。誠実さは、時に
は「馬鹿正直』と蔑まれ、「要領が悪い」と鼻で笑われ、「時代遅れ」と馬
鹿にされ、「鈍くさい」とcity　boyや当世風ga1にもコケにされるが、人生
に於ける誠実さの戦略的重要性に気付かぬ人々は実は大変カワイソウな人々
ではないかと私は思っている。
　私自身に話を限定しても、私は幸い周囲のまともな方々からは（それは
世問と言い換えてもよいが）信用と信頼という見えないブランドを頂いて
いる．信用（trust）とは過去に周囲の期待を裏切らない実績を示してきた人々
へ周囲が寄せる好意（good　wi11）であり、信頼（belief）とは、その人に新
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しいことを任せたいというリスクを周囲の人に抱かせる好意のことである
が、幸い私は実に多くの周囲から仕事の依頼を頂き、ひとつの仕事が次の
仕事を呼んでくれるという嬉しいリピート・オーダーの循環の中にいる。
4．高い評価が与えられていない商品をどう売るのか
a）本当に良くない商品、誇りを持てない商品を売ることのツラサ
ー誇りの持てない仕事
一詐欺のような仕事
一転職した方が良いかもしれない
b）本当に価値があるが、ブランドカが無い場合
一焦らない
一自分を信頼してもらいまず試してもらう努力を
柳川メモその4
　柳川は白鴎大学への入学を自分の子供に勧めることができるだろうか？
5．やりたい仕事が思い切りできないことが思いを膨らませる
　Some　day，rll　do　my　work　with　full　energy。
柳川メモその5
・ちゃんど一る、膝附社長のhearing
・柳川の机の上で埃を被っていた経営学の本、無念さと燃える思い
6．偉い人ほどよく働こう
誰よりも早く出社し、誰よりも遅くまで働く
どんどん意見を言う、しかし後までそれを引きずらない
柳川メモその6
1．アメリカのホワイトカラーの高生産性
典型的ワーカホリック
The　more　money，the　harder　working。
重役出勤は死語
2．議論と人格を分けることは目本の企業・組織体ではとりわけ難しい
一だから柳川は嫌われる
　　　　　　　　　　　　　一519一
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2－4－4　寺崎一美レポートと初1川メモ　就職ガイダンスから何を学ぶ
か
ゼミナール資料
　　　平成11年栃木県学内就職ガイダンス（’99．11．17）
　　　　　　　　　　　を聞いてのまとめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99．　11．　24
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川ゼミナール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺崎一美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実施目　99．11．30）
平成11年栃木県学内就職ガイダンス
1．あいさつ
1）求人件数大幅減（県内）
　H11．10月末　2，577件一H10．同月　4，277件
2）5月　求人企業合同説明会（宇都宮）
　10月　〃面接会
2．先輩の体験談
（1）池田善一：岩下食品（株）／営業3年目
【ポイント】
・第一印象が大切一あいさつと笑顔（注1）
（後でばん回するのは短時間では不可能）
・何を武器にしていくか（注2）
・将来、何をやりたいか、何が自分にとってベストか考え、どこに入るか
　決定すること。（注3）
（2）近江美保：ネッツトヨタ栃木（株）
　営業一外まわりなし
　店頭で車の説明をし、商談へ持っていく。
　　　　　　　　　　　　　　　一520一
　導入教育の必要性と可能性一導入教育の戦略的カリキュラムデザインー（その3）
【ポイント】
1）会社研究
・下調べのため、店をまわった。店員の対応、店の雰囲気、仕事内容など
　をチェック（注4）
2）面接で
・どれだけ熱意をもっているか。一どれだけがんばれるか。どれだけ貢献
　できるか（注5）
・商品に対する興味をもとう。（注6）
3）営業から学んだこと
・どうやって客に（他の人よりも）私を印象づけるか？
　＝就職で自分を売り込むのと同じ
・客との絆をつくるには、最初の出会いできちんと対応すること。
　＝就職も同じ。第一印象を大切に。
・客と接することで、社会、娯楽など視野が広くなった。
　＝たくさんの人と会って話をしよう。
・営業は事務職では味わえない楽しさ、っらさがある．
　女性は必要以上に営業を敬遠することはない。（注7）
3．栃木県の産業一人事担当からメッセージ
（1）製造業界
1）就職活動スタートー早期化
　自分の身の丈にあわせて時期を探そう。
〈就職とは＞
　自分がいきいきできる仕事を探し、それができる企業に自分を売り込む
こと。
（自分に合った場所を選ぶ）（注8）
　　　曇
・やってきたこと
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・やりたいこと一企業研究（本当にやりたいことができる会社を探せ！）
・できること一ここで差別化せよ。（注9）
ex．集団面接で「前の人と同じ」と言ったら落とされる。違ったことを言い
なさい。
2）“質”重視の採用：採りたい人の判断基準
・新しいもの（アイディア）を出せる人（注10）
・成果が出せる人（注11）
・会社は「人物像」で採りたい人を選んでいる
　　　↓
　エントリーシート　＝差別化が必要：企業に気づいてもらえるようにし
　　　　　　　　　　　　　　　　なければならない
・r人がら」r熱意」rセンス」一［亟1一今後の可能齢？
　　　　　　　　　　　　　　　どんな経験から何を得たのか。（注12）
・基礎学力；国語、算数、英語、論理、一般常識（注13）
・最後までやり通す持続力がある人（注14）
・相性
・ものの考え方が前向き。積極的。素直（飾ってない）。明るい。（注15）
3）とにかく動く！　インターネットは就職活動ではない。（注16）
（2）流通業界
1）流通業界が期待する人材
・客が一番大事。客が優先。（給料は客から出ているという意識）（注17）
　　　‡
　客が気持ち良く買い物できるようにし、親しみを持って、やさしく、き
ちんと対応すること。
・明るく、はつらつとしている
　　　↓
店の活気につながる
・相手の話をよく聞ける（注18）
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　聞いてから、相談にのったり、提案したり、アドバイスしたりする仕事
だから。
・世の中、昔と今を広く知っている。（雑学）（注19）
　　　↓
　客に話しかける仕事だから。
　どうしたらいいのか？
　　　いろいろな年代の人と話をしよう！！
2）学生達へ
・会社に入って最初のころは、仕事ができなくてもびくびくしない。
　いい仕事ができなくなってしまう。
　　　↓
　失敗を恐れずやってみよう。（注20）
・内定とるだけとって、何がやりたいのかわからない人がいる。
　まず始めに「働きたいのか、働きたくないのか」考えなさい。
（3）銀行業界一一般職は減っている
1）銀行業界の現況
・変革しつつある業界
　ビックバンによる規制緩和一いろいろな金融商品が扱えるようになる
　　　1
　　人材競争の時代
2）求める人材とは
・「即戦力』でなくてもいいから“質”のある人
・入行してからも勉強できる人
・頭でっかちはだめ！
　　　匝］一ヘッドワーク：頭脳（注21）
　　　　　　　　　　　フットワーク：体を動かす（注22）
　　　　　　　　　　　ネットワーク：人脈（注23）
・自分をopenにできる一自己表現（注24）
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・志望が明確
・目的をもって、その会社に入りたい人。こしかけはだめ。
3）学生達へ
・卒業した後、どうしたらいいのか考えなさい。
　　　　　　ex．欧米型キャリアアップなど
　　　↓
人生を考える（注25）
　　　ξ
　会社は自分の意志で決めなさい。「勧められたから」ではダメ。（注26）
　　　ξ
　「好きこそ物の上手なれ」を忘れないで。（注27）
・学生時代は自分をつくる時代だ。やりたいことをやろう。（注28）
（4）サービス業
モノではなく「目に見えないモノ」を売る一自己表現力が求められる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　個性
・どんどん質問しよう
　あいまいなままにしてはいけない。
　難しかったら「確認してみる」カンジで質問するといい。（注29）
ゼミナール用資料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99．12．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白鴎大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実施目　’99．11．30）
　就職ガイダンスに関する寺崎レポートについての柳川メモ
（注1）あいさつと笑顔に何が見えるのか
①あいさつ＝コミュニケーションの入りロ
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　　　　＝コミュニケーション能力の代理変数
　　　きちんと「あいさつ」ができることは、きちんとした「：コミュニ
　　ケーション人」であることを意味していると理解されている。
　　②笑顔＝心に余裕があることと、健康な心と体のバロメーター
　　心の余裕＝f（自分に対する自信・信頼感、十分な学習と準備）
　　　Enough　preparation　creates　the　confidence．
（注2）何を武器にするのか
　　　戦略論の用語を使えば武器とは「独自能力」のことである。
　　　独自能力とは、個人が所属する企業（組織体）に提供できる「余
　　剰（surplus）」の源泉であり、余剰＝貢献一誘因＝正味の貢献であり、
　　それが多ければ多いほど企業（組織体）内部で、必要度が高く欠く
　　ことのできない（indispensable）人的資源となりうる。
　　　sulplusは組織体に対する対抗力（countervailing　power）の源泉であ
　　る。
　　　The　more　surplus，the　more　indispensable．
（注3）自分のやりたいこと、自分にとってのベストだけでは不十分
　　　自分のやりたいこと（want）と会社のやって欲しいこと（request）
　　が重なり合うとともに、会社の仕事への要求水準（匪evel　of　request）
　　に応えられる仕事能力（can）を自分が持っていることが、my　best
　　とorganizational　bestとが結び付く必要十分条件である。
　　　両者にとってのour　bestを創り出すことが、集団勝利ゲームを永
　　続化させうる。
（注4）良い会社は現場が秀れている
　　　現場レベル、顧客との接触をするレベル（street　level）がきちん
　　としている企業・組織体の殆ど全ては、上から下まで全体がきちん
　　としている。　operatlon　exce”ence
　　　現場レベルは、その組織体の職場環境・雰囲気を掴む最良のリト
　　マス試験紙である。
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　　実例1．きちんとした授業が行なわれている大学とそうでない大学
　　実例2．親切な看護婦さんのいる病院
　　実例3．おそうじのオバさんが明るくアイサツしている職場
（注5）熱意は努力の母親である
　　　Passion　is　a　mother　of　the　efforts．
　　　組織体（企業）のrequestに応えうる仕事能力は、情熱によって生
　　み出される継続的な学習努力である。
　　　能力の蓄積と発揮とはステップ関数であるから、情熱こそが、ア
　　セラズ、アワテズ、アキラメナイ努力を続けさせる原動力となる。
（注6）商品に対して興味を持つことは仕事人への第一歩である
　　　商品について知識を有しているかどうかは、①仕事に対する積極
　　的取り組み、②顧客への責任感、③仕事への愛着、④労働者として
　　の自分を育てていこうという意欲、を示す尺度となろう。
　　実例：白鴎大学の名前の由来を知らぬ教員、プルス・ウルトラが何
　　　　　なのか、なぜ掲げられているのかを知らぬ教員を学生は信頼
　　　　　できるだろうか。
（注7）営業は自分を磨く道場である
　　　事務作業では、変化する相手とのコミュニケーション能力は高ま
　　らない。営業職は、目々相手が変わり、千変万化するコミュニケー
　　ションを楽しみ、作り上げていく喜びがある。
　　c£柳川に於ける学生募集の為の高校巡りから学んだこと
（注8）自分に合った場所・my　nicheを創り出すことが幸福への近道であ
　　る
　　　このことについては、’99．11．9配布した、ゼミナール用資料
　　　「市場の要請に応えられる企業と人材だけがniche（適所）に住むこ
　　とができる」
　　1．requestとcanのhappymarriage
　　2．niche－requestとwantとcanの一体化
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　　を参照されたい。
（注9）差別化するべき「できること』を身に着ける為の最良の場はゼミ
　　ナールである
　　　柳川のゼミナールの中でゼミ生諸君が身に着けていく能力は、多
　　分ここでしか身に着かない、個性的・差別的能力であると私は考え
　　ている。
　　　何をやってきたかと問われて、大多数の学生にとって答えられる
　　ことはゼミナール活動以外には少ないのではないか。
　　＊ゼミナールもどきを見抜くことの大切さ
（注10）新しいアイディアとは、それまでのやり方（常識）に異議を唱え
　　ることである
　　　新しいideaは、①強い好奇心、②絶えざる情報収集、③多面的・
　　多次元的思考能力、④自分に対する信頼感、のmixedoutputである。
　　その為には、絶えず問いかけ続けるQuestioninglであることが不可
　　欠の前提である。
（注11）組織体・企業では「努力しました』は通用しない
　　　仕事人にとり最も大事なことは、99％の努力と0％の成果と、50％
　　の努力と50％の成果とでは成果を出した方が評価されることである。
　　外在化する努力のみが努力として評価される。
　　キーフレーズ：努力は形に
（注12）経験からの独自の学び方こそがセンスの中味である
　　　センスが良い、センスがある、という表現は、新しい知の組み替
　　えができることを表わす言葉であろう。新しい知の組み替え能力こ
　　そが、「独自能力の中核」に他ならない。
　　知の組み替えの2つのタイプ
　　a）情報に接触して、そのことから連想される新しい知の斬新さ、
　　独自さ
　　b）新しい接触した情報を自分の既知の情報とどう結婚させ、新し
一527一
柳川　高行・柳川研究室
　　い知を生み落とせるのか
　　＊寺崎さんのレポートについてのこの（注）全体が柳川による知の
　　組み替えの実例である。
　　＊＊99．11．9配布のゼミナール用資料
　　「大学で身に着けるべき能力としての自己学習能カー自己学習能力
　　の中核は、知の組み替え能力である一」を参照されたい。
（注13）基礎学力とは、知を貯えるダムの役割を果たす
　　　新しい情報の吸い取り紙、貯蔵庫の性能は基礎学力の質の良否に
　　かかっている。基礎学力が無いということは、フランス語の知識を
　　欠いてフランス語の本を読むことによく似ている。
（注14）できるまでやる、という行動パターンはひとつの才能である
　　　白鴎大学ビジネス開発研究所、第24回セミナー資生堂美容学校長
　　永嶋久子氏の講演をテープ起こししたゼミナール演習教材（99．11．
　　5配布）と11．9配布の「永嶋久子さんの話から何を学ぶか」、とい
　　う資料を参照されたい。
　　目本電産の企業設立時の3大精神
　　a）情熱・熱意・執念
　　b）知的ハードワーク
　　c）すぐやる、必ずやる、出来るまでやる
（注15）考え方が前向き・積極的とはどんなことか
　　①canとcamotの2つのうちcanの方を選ぶ傾向（思考のクセ）を持っ
　　ていること
　　②解けない問題は無い、問題とは解かれる為にあると考える傾向を
　　持っていること
　　③thinkandtryquicklyとV・う傾向を持っていること
　　④失敗は恥ずかしくない、失敗から必ずその原因を知り、自分を変
　　えていこうとする傾向を持っていること
（注16）インターネット（H　P）は企業にとって悪いことは語らない
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　　HPを信用し過ぎてはいけない。
　　新聞記事、雑誌記事を十二分に活用しよう。
（注17）組織体・企業にとって客（outputの購入者）は不可欠の存在であ
　　る
　　　労働者は客が自分のコメビツであることを常に意識していなけれ
　　ばならない。
　　　学生を大事にしない大学教員は、大きなカンチガイをしているの
　　だ。
　　P．F．Drucker
　　企業の使命＝顧客創造
　　Customer　is　a　mother　of　my　income・
　　お客様は神様です（三波春夫）は至言である。businessとは客に喜ん
　　でもらって（顧客満足）なんぼであることを忘れてはならない。
（注18）相手の話を良く聞けることが、良い人問関係の条件である
　　　Agoodhsteneristhebestfriend．
（注19）雑学の王様を目指そう
　　　知的好奇心の固まり、知的pIay　boy、知的play　girlを目指そう。
　　　強い知的好奇心もひとつの才能である。
（注20）失敗は一度しか許されない
　　　企業や組織体は、メンバーに給料を払っている。失敗のコストは
　　小さいほど良い。
　　　失敗を恐れてはいけないが、同じ失敗を繰り返してはいけない。
　　　同じ失敗を繰り返さない場合のみ、「涙の数だけ強くなれる」（岡
　　本真夜）のである。
　　　成功した人とは、人より沢山の失敗をして、その失敗に学び続け
　　た人のことである。
（注21）ヘッドワークは益々重要になる
　　　頭もでっかちであることは当然、仕事が良くできることは、必要
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　　な前提条件
　　　ヘッドワークが、フットワークとネットワークの土台である。
（注22）フットワークとは、quick－response　mindのことである
　　　他の人（上司、同僚、部下、顧客、そして友人、家人）からのrequest
　　にすぐ応じられること、調べておくべきこと、手紙の返事、電話連
　　絡等即座に行動に移せること、人も仕事も待たせないという態度、
　　生き方のことである。
　　　フットワークとは、仕事への対応能力、処理能力の高さを、成果
　　面からではなく、speedの面から強調した表現である。
（注23）ネットワークが築けるかどうかは、どれだけ相手に与えられるか
　　にかかっている
　　　Give　and　Give　and　Give　and　Take．
　　　より多くの与えられるもの（相手のrequestに応えられる付加価値）
　　を持っていることが必要、その為には普段の学習と多様な能力の束
　　が必要、従がって高いヘッドワーク能力が不可欠
　　貸しを作り続けること
　　2対1の法則、半分お返しがあれば十分
（注24）自分をオープンにできること（自己開示）は、マゾヒズムではな
　　く、自信の為せる技（わざ）である
　　　自分をさらけだせることは、隠す為の膨大なエネルギーを必要と
　　しないが、欠点を上廻る長所がなければ（つまり自信がなければ）
　　自己開示は難しい。
　　　Confidence　with　ground　is　the　strongest　weapon．
（注25）人生を考えることは、人生をデザインすることである
　　　人生はfate（運命）ではなく、自ら選択し創造することができる。
　　　人生のデザインの中核は、キャリアを戦略的にデザインすること
　　である。
（注26）見合い結婚にも良い点がある
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　　　単独決定（autonomous　decision－making）は、自分の関与度が100％
　　であるが、認知能力の不足によって、リスクも大きい。
　　　経験を積んだ信頼できる年長者のsecond　opinionをそれに振り廻
　　されることなく活用することは悪いことではない。
　　　singIe　loop学習のみではなく、double、triple　loop学習の良さも
　　捨てたものではない。
（注27）好きであることは、途中で投げ出すことへの最良の予防薬である
（注28）学生時代は自分をどう作るかが、おぼろげに分かれば良い
　　　人生80年時代、そんなに急ぐ必要はない。
　　　人生は心急ぐ旅ではない（山本周五郎）
　　　これから自分という人格をどう作り上げるのか、作ろうという意
　　欲、作らねばならない必要性、そして作っていくための勉強の仕方
　　とが掴めればそれで十分である。
（注29）問い続ける私（Questbning’）に自分を変えよう
　　　質問ができるという為には、①相手の話が十分良く理解できる、
　　②理解できたトピックスの中で何が説明が不十分なのかが分かり、
　　③説明の不十分なことをもっと良く知りたいという好奇心がわくこ
　　と、のそれぞれが連続的に脳の中で起きることが必要である。つま
　　り脳の中が質問モードにすぐさま入るように普段から何気ない会話
　　や新聞記事や雑誌記事を見る度にトレーニングしておく必要がある。
2－4－5　青柳利光レポートと柳川メモ　『（不）本意就職のススメ』か
ら何を学ぶか
柳川ゼミナール
『（不）本意就職のススメ』
196011青柳利光
1．就職活動を始める前にすべきこと
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H．就職活動を始めてからすべきこと
皿：．その他に気付いたこと
1．就職活動を始める前にすべきこと
就職活動が始まる前に、僕は以下のことを行動に移しました。
①自己分析ノートの作成
②一般常識の勉強
③適性検査の訓練
　①は、就職活動本を買ってきて、その本に書いてある項目毎に書き出し
ていきました。
　あまり厚みのある学生生活を送っていなかったので、書きだす内容も薄っ
ぺらなものになっていた気がします。大学生生活の中から自分のP　Rとな
る部分を掘り起こすのも、大変な作業だということが解りました。（注1〉
　②は、かなり前から、夏休みから準備しました．夏休みの終わり頃から
コツコツと問題を解き、一通りの知識は身についたと思っています。新聞
を読むこともしていました。（注2）
　③は、3月頃に情報産業の企業（後述）を受けたときに、見たことのな
い問題が出され、その時から本腰を入れて訓練をし始めました。（注3）
　1についての反省点・アドバイス
　僕の一番悪かった点は、志望企業・業種を絞れなかったことにあります。
自己分析をしても、業種が決まっていないと、P　Rの方向性を出せないま
まになってしまいます。これでは折角の自己分析が生かせず、無駄になる
ばかりか、何社も受けて、結局一番行きたいところの採用試験が受けられ
なかった、ということになります。実際、行きたくもない企業を何社か受
けている間に、本命の企業の採用が終わってしまっていて、ショックを受
けました。就職活動の基礎・土台作りであり、ここを疎かにすると、後に
まで延びることになるでしょう。逆に考えれば、この時に自分の方向性を
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出せれば、就職活動は難しいものではないと思います。自分のやりたいこ
とを、ぼんやりとでもいいから持っことです。それを就職部や、ゼミの先
生と相談して、はっきりとしたモノヘと変えていって下さい。（注4）
　　　〈なぜ、方向性を出さなくてはいけないのでしょうか？＞
　資源の集中を図れるから。時間は限られています。業種の違う多く
の企業を受けるということは、それだけで企業研究・業界研究に割く
時間が少なくなるということです。そして、注意力が散漫になり自分
の就職したい業種に後で気付いても、募集が終わっていた、なんてこ
とになってしまいます。自分のしたいことと繋がる業種を探して下さ
い。（注5）
〈企業研究・業界研究って何でしようか？〉
　企業研究・業界研究は、その企業を訪問（面接時）した時に、威力
を発揮するものです。かなりの時間と、少しの考えるカ・気付きが必
要です。手順としては（僕のやり方ですが）、
①過去5年分位の目経・目経各紙（産業・流通等）を読む．これは関
　係のある記事だけコピーを取り、独自のファイルを作っても良いと
思います。（僕自身はあまり時間が割けず、満足のいく研究は出来ませ
　んでしたが…）
②企業・業界について、質問を作ります。これは、些細なことでも構
　わないから、どんどん書き出していく。質問の形になって初めて企
　業研究ができたと思って下さい．①を終らせて満足しないように。
　①は目的でなくて、②の為の手段に過ぎません。（注6）
　　　　　　皿．就職活動を始めてからすべきこと
僕の場合、就職活動が本格化してからも、未だに方向性を見出せず、様々
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な企業を受けては失敗、の繰り返しでした。以下に手短かに受けた企業を
数社挙げて、そこから得た考えを書きたいと思います。（数えてみると、30
社ほど手帳に書いてありましたが…。）
〈東京方面〉
［企業名］　　　　　［業種］　　　　　［試験内容（目程順）］
ロッテリア　　（フードサービス）　適性検査一1次面接（個）一2次面
接（集）
NOVA　　　（教育・出版）　　　適性検査＆筆記試験一1次面接（集）
恒和情報技研　　（情報通信）　　　　適性検査＆筆記試験一1次面接（個）
〈栃木・地方〉
［企業名］
広報社
市役所
栃木銀行
真岡信用組合
［業種］
（出版）
（公務員）
（銀行・金融）
（銀行・金融）
［試験内容（日程順）］
作文、E　S、履歴書一1次面接（個）
一般常識試験
適性検査一1次面接（個）
一般常識一面接（個）一内定
　Hについての反省点・アドバイス
　見てのとおり、僕は沢山の業種を受けています。一貫性の無い就職活動
になってしまっています。これでは、充分な企業研究・業界研究を行う時
間が取れる訳はなく、面接で悉く失敗してしまったのです。面接では緊張
してしまい、上手くコミュニケーションを取れませんでした。ガ面接で緊張
するということは、事前の準備が良く出来ていないから起こること』だと
いうことを覚えておいて下さい。事実、内定を取れた真岡信用組合では、
面接の時に十分な準備をしていった（不良債権問題、金融ビッグバンにつ
いての知識）ため、あまり緊張せずにすらすらと自分の考えを述べること
が出来ました。（注7）
　　　　　　　　　　〈企業の面接で必要なもの〉
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①充分な業界・企業への知識
②毅然とした受け答え・あいさつ（言葉遣いは、面接マニュアルを読
　んでおくこと）
③『熱意』『向上心』を感じさせること。
　　これは、業界研究・企業研究で得た自分なりの考え・疑問を、素
　直に面接官にぶつけてみることです．『何か質問はありますか？』と
　尋ねられる時に失敗を恐れずに！（注8）
　　　　　　　　　皿．その他に気付いたこと
〈東京での就職を考えている後輩へ〉
　東京で就職を考える後輩への忠告は、『出遅れるな』ということです。僕
は東京での就職を考えていないのに、東京での就職活動を始めました。地
元での就職活動の参考になれば、と思ったからです。東京での就職活動は
結果的には駄目でしたが、その結果が出るまで、他の企業のセミナーには
あまり参加できない（目程が重なる場合がある）のです。この点が都内の
学生と、地方の学生の企業を受ける数に違いを生む原因だと思います。皆
さんは、スタートラインで既にある程度の可能性を奪われているのです。
募集開始も早いですから、自分の希望する業種・企業の動向には注意を払っ
ておいて下さい。必ずしも焦る必要はありません。十分な準備をして、そ
の後に動き出しましょう。（注9）
〈大学のブランド・ステイタスについて〉
　大学名で採用することをしない、といっても多少は考慮されると考えて
おいたほうが良いでしょう。ゼミの先輩の受け売りになってしまうのです
が、『大学名を聞いても萎縮することなく面接ができるには、入念な企業研
究をしていたからだ』ということです。はっきり言っておきますが、白鴎
大学の名前・所在は、東京では全然相手にされないし、知られていません。
自分の得た知識と、そこから得た自分なりの考えをぶつけて、熱意を汲み
取って貰うことができるように努力して下さい。（注10）
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〈内定が取れない時期にどうするか？〉
　採用の時期が終りを迎えようとしている、もしくは募集が下火になって
きた時、就職活動を諦めてしまいがちです。そんな時は諦めずにリクナビ・
マイキャリア等のインターネットを活用すれば、まだまだ募集はあるもの
です。また、就職部に募集が来ていないか、確認を取るのも良いでしょう。
周りが内定を取り、だんだんと焦ったり、精神的に不安定になったりしま
すが、そんな時には友人・先生・親・恋人・先輩等、気の合う人に相談し
て気を楽にしてまた就職活動をがんばって下さい。（注11）
〈就職活動中のアルバイトについて＞
　僕は就職活動中にアルバイトをしませんでした。就職活動に全力を尽く
すためです。しかし、今になって考えると、アルバイトはしておいた方が
良いと思います。アルバイトの種類にもよりますが、アルバイトで得られ
る物は多いと思います。例えば、基本的な挨拶する習慣などを身につけた
りすることに役立ちます。面接時の大きな声での挨拶・笑顔などは、目頃
からしていないと、面接の時に“照れ”がでます。アルバイトにカを入れ
すぎて、就職活動にまで気が回らない、ということでは困りますが、して
おいた方が良いと思います。（注12）
〈就職活動を振り返って〉
　僕の就職活動を振り返ってみて、まず感じたことが、「長かった」という
ことです。3年生の11月、僕は全学生中1番最初に（大学の就職ガイダン
スの始まる前に）大学の就職課に行き、相談しました。就職活動に対して、
何ら予備知識が無かったし、サークルの先輩も居なかったからです。そう
いうわけで、早く行動しました。だが、内定を取れたのは4年生の10月、
・1年近くかかってしまいました。始めに考えていた企業・業種への就職
は叶いませんでした。このレポートでは、何故1年近くも迷走したのかを
考えてみたいと思います。その反省点が、後輩諸君の就職活動、就職戦線
での活躍を助けるものになれば良いと思っています。
　題名が『（不）…』であるように、本意の企業から内定を取ることが目指
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すゴールであることは疑いようのないことです。僕は、望んだゴールヘ辿
り着いた訳ではありませんが、ある種の満足感と悔しさがあります。悔し
さを忘れずにしっかりと歩んでいければ良いと思っています。また、実際
に働いてみれば、自分が何をしたいのかが見えてくる気がします。後輩達
には、就職活動で蹟いたとしても諦めるな、と言いたいです。そして諦め
ずに掴んだ切符が、未来の輝く自分への手がかりになるということに気付
いて欲しいと思います。（注13）
青柳利光レポート
　『（不）本意就職のススメ』を柳川はどう読んだのか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『99．　12．　18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
画］自分のPRとなること臆識的に創り出しておくべきである
　ゼミや授業の中で、そして毎目の生活の中で、あるテーマ（調ぺたいこ
と）を見付け2～3ヶ月コツコツと勉強することを毎年2～3テーマづつ
見付けてノートを作りましょう。1つのテーマの追究プロセスを、A4ク
リアファイルに活動順に「資料＋メモ」というスタイルでまとめておくと
良いと思います。
c£ゼミナール用資料「浜崎あゆみさんへの手紙」（99．11．16配布）の作
成プロセスは、半年ほどかけて折に触れて作成したメモをまとめたもので
す。
　大学生活に於いて、その1年1年に語るべき過去を持つようにしていく
べきです。その為に語るべき活動が意識的に行なわれなければならないで
しよう。
画搬常識の学習はテキストがある・新聞を読むことは慣れが必
要
　一般常識はなぜ必要かと言えば、第一に就職後の会社の同僚や顧客との
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コミュニケーションの為に必要であり、第二に企業特殊熟練を身に着ける
為の企業内教育の十分な理解にとり必要不可欠なのです。一般常識の学習
は、定型化が可能であり、学習時間に比例して（集中した学習という条件
は付きますが）カが身に着くと言えるでしょう。
　新聞が読めるようになれることは、社会人の基本的教養です。内容が十
分に理解できるようになるコツは、毎日よく読むクセをつけることと、そ
れを最低1年間は続けることだと私は思います。
画］適性検査も事前に＋分なトレーニングカ泌要
　適性検査は基本的に受験生を絞り込む（振り落とす）為の試験です。こ
んなテストで落とされない為（面接まで到達する為）には十分なトレーニ
ングと慣れが必要です。
　適性検査とは、大学の卒業に必要な必修科目みたいなものであり、いや
でも好成績が取れるように努力しなければなりません。
画］企業礪業界研究1よ2年生から始めた方が良い
　殆どの大学生は、就職が身近に迫ってから初めて企業や業界研究を始め
ますが実はこれでは遅すぎると私は思います。大学生活に慣れ、授業の効
率的な受け方も身に着いた2年生早々から．日本経済新聞を読み、その中
で関心を持った企業や業界のことについて日経産業新聞と日経流通新聞の
縮刷版を図書館で過去にさかのぼって調ぺることをお勧めします。本屋の
ビジネス書のコーナーを見て、具体的な企業のノンフィクションの中から
気に入ったものを読んでみるということも3年生の初め頃から実行された
ら良いと思います。後は目本の具体的企業を対象にした講義を受講される
ことをお勧めします。
唾】］業種の絞り込み1よf・cusingstrat剛である
　少数の業種に絞り込むことは、学習の範囲が明確化し、必要な情報の選
別基準が明確になり、時間とエネルギーを集中配分することができるよう
になります。
　multi－targetのallrounderになることは、私も含めて普通の人々には余
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り適切な学習パターンとは言えないでしょう。全ての面で中途半端になり
易いからです。
　focusing　strategyは、所有する資源が質量ともに乏しい小規模企業や若い
人間にとっては、成果の上がりやすい戦略でしょう。
　木が大きくなって初めて枝分かれしていくように、多角化（multトfocusing）
は、急がずジワジワと成し遂げていくことが望ましいと思われます。
画］就職を意識した企業・業界研究1よ3年生の朋頃から始めて
間に合う
　（注4）で述べましたように、自分の関心を持った企業や業界を広く浅
く2年生初めから調べておいて、3年生の9月までにいくつかに絞り込ん
でおいてから、本格的な企業・業界研究を始めれば十分問に合うと私は思
います。
画］En・ughpreparati・ncreatesthec・nfidenca
　私自身は大学の外で実に多くの講演を行なっています。率直に言って企
業の現場を殆ど知らない20歳前後の学生に比べれば学外での講演は「聴き
巧者」が沢山おられますから毎回真剣勝負です。大学の講義も真剣勝負の
つもりで私は行なっていますが、学生諸君は総じて大変優しくて、次の時
問も聴きに来てくれますが、外部の講演は1回面白くなければもう二度と
聴きに来てはくれません。
　大学生の面接試験時問よりもはるかに長い時間を、私は孤独感を感じな
がら1人で話し続けなければならず、私の話を身を乗り出して聴いて下さ
る方がもし皆無の場合に私は「聴衆の中の孤独」に押し潰されて恐くて二
度と講演は出来なくなるでしょう。そうならない唯一の方法は、予定時間
の3倍以上話せる位の分量を十二分に予習して作り上げ、話全体をノート
無しでできるくらい頭の中に刻み込む努力をすることです。
　私は経営者の方にインタビューをする時には一応の質問リストは予め用
意していきますが、実際はそのような「想定問答集」のように進むことは
ありません。私は自分の持っている知識や哲学を総動員してインタビュー
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を行ないます。つまる所普段から自分を人間的にこやしていくしか対処法
はありません。
　面接試験とは、その人の持っ全人的能力が多面的に試されると考えて大
きな間違いはありませ々。
画熱意と向上心は成長の為の2大栄養素である
　私は20年以上学生に接してきて、良く成長する学生に見られる共通の特
色に気付いてきました。その中でも意欲的かつ好奇心に富んだ情熱を持っ
ている（つまり方向性を持った情熱）ことと強い向上心（今の自分を否定
しそれを乗り越えていこうとする行動特性）を持っていることが、重要で
あることを観察学習してきました。
　大学教員になってからの私の教育と研究活動を言い表わす最良のキーワー
ドは熱意と向上心であります。自慢気に聞こえたら恐縮ですが、私の話を
聞かれた企業経営者の方々からは、「情熱溢れる」話ですね、という感想を
度々頂いています。私の向上心は、同一科目名で行なわれている私の講義
を学生から数年間に渡ってノートを借りてみれば一目瞭然であると思いま
す。
　情熱と向上心、そして諦めずに続けていく、という特質がトリオを組め
ば、生きて学び成長し続けるという人生が可能となるでしょう。
画］可能性と騰に10・％存在するわ1ナではない
　bestcondltionという言葉がありますが、野球選手やプロのテニスプレー
ヤーやゴルファーがbestconditionで試合に臨めるということは極めて少な
いのではないかと私には思われます。私自身もbest　conditionで講義や講演
ができることは稀（まれ）なケースです。体調がどこか悪かったり、何か
心配事を抱えていたり、と万全な状態でできることは大変少ないのが現実
です。
　スタートラインで少々の差がついていることは、人生では常にあります。
そういう意味で「人生とは不平等」なのだということを十二分に認識して、
なおかつ腐ることなく希望を持ち続けていくというmentaltoughnessを学生
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は勿論私も持ち続けたいと考えています。
画］話をして時間を損したと思われない人間になろう
　1990年40歳になった時から私は積極的に企業の経営者の方々にインタビュー
を申し込んでインタビューをさせて頂いています。様々な記事（新聞と雑
誌）を見てすぐに企業に電話してインタビューを行なってまいりました。
栃木県内の企業の方々は経営者の方々も広報関係の方々も概ね好意的でし
たが、全国レベルで名前の売れている企業の場合は、若い専任講師や助教
授という肩書きに加え所属大学の名前は余り威力を持ちませんでした。そ
れでも私は機会のあるごとにインタビューを行ないインタビュー能力を磨
く一方で、以前にも増して経営学の理論の研究と、ケーススタディー研究
を続けました。
　私は一度会ってインタビューさせて頂ければ、私と会ったことが決して
「時間を浪費した」ことにならないように自分の経営学研究者としての実
力を磨くことに熱心に取り組みました。この10年間のコツコツとした取り
組みの中から、栃木県内の経営者の少数の方々には高く評価して頂けるよ
うになりました。どこかで仕事をすると必ずそこに出席されていた方から
新しい講演の依頼や他の経営者の方を紹介して頂けます。一度インタビュー
させて頂ければ、ファンになってもらえるという小さな自信の芽のような
ものを私は感じるようになりました。
　大学名ではなく、自分という人間を高く評価してもらえる多くの付加価
値を学生時代にシャカリキになって身に着けて下さい。
画］夜明け前には焦らないことが一番大事
　就職競争はスピード競争ではありません。30歳になった時に私は、大学
院時代から学習を続けてきたドイツ経営学の全て（それは今から振り返れ
ばそれ程大量のものではありませんでしたが、20代の殆ど全てを捧げたも
のでした）を捨て、新しく目本企業の実証的研究を行なってきました。私
の学会デビューは46歳になってからでしたから私は典型的な1atecomer、late
bloomer（遅咲き）の人間です。随分遠廻りをしましたが、私はearly　bloomer
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（早咲き）の人々の見ることのできなかったことを沢山見たり経験するこ
とができました。
　城山三郎さんの小説『落目燃ゆ』の主人公は不遇な時代に「風車　風が
吹くまで　昼寝かな」という俳句を創っています。私はこのような心境に
共感を覚えます。アセラズ、アワテズ、アキラメズに「決定前夜」をお過
し下さい。
匝］あいさつやコミュニケーションを学さミ為のバイトは短時間1回
だけやればそれで良い
　あいさつや目上の人への接し方や話し方を実地に学ぶ機会が著しく減少
している中で、確かにアルバイトはそのトレーニングの機会を提供してく
れると思います。バイトは、パチンコ等の風俗業はやらない、夜間のバイ
トはしない、昼のコンビニのような接客のアルバイトを1ヶ月程度やれば
十分であると私は思います。
　ゼミナールの先生と（つまり私と）コミュニケーションを行なうこと、
ゼミ仲間ときちんとアイサツし、話をすることもコミュニケーション能力
や人との付き合い方を学ぶ大変良いチャンスです。
画］不本意就職の方が圧倒的多数である
　私自身本学に最初から就職を希望していたわけではありません。率直に
語ることを許して頂くならば、女子短大、しかも自分の担当科目は専門外
の英語であるから私は「他に就職先が無かったので」本学の前身である女
子短大に就職しました。ただ私自身は、就職の難しさが身に沁みていたし、
私を文字通り「拾って下さった」本学（特に採用して下さった上岡一嘉先
生）には心から感謝しています。希望していた職種とは違っていましたが、
ようやく就職が決まった時の私の心境は「一生英語の先生でも良いから大
学で教えることができるようになって自分は幸せ者だ」というのが偽らざ
る実感でありました。
　初心を忘れることはた易いことですが、私は初心を忘れること無く、与
えられた科目を一所懸命に勉強して教育をしてきました。出発点は不本意
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就職でしたが、今私は今の職場こそはmyniche（私の適所）であると胸を
張って言うことができます。私は与えられた環境の中で、環境に懸命に働
きかけ、環境に与えうる自らの付加価値を高めていくことにより、大変住
み心地の良い職場に変化してきました。
　スタートが不本意であるかどうかはそれほど重要なことではありません。
10年、20年後に私のnicheで働くことができるようになれば、それは「成功
した就職」なのです。自分の力で10年後に祝杯を上げられるようになりま
しよう。
2－4－6　青柳利光体験レポートと柳川メモ　キャッチセールス体験か
ら何を学ぶか
体験レポート
『キャッチ・セールスの怖さ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　196011青柳利光
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（99．　10．　18）
　10月半ば頃に、自宅に女性から「○○ジデント・クラブと申します。お
時問を少し…」という電話があった。何をしているともなく、ぽんやりと
していたので、「いいですよ』と言ってしまった。そこから、約20分ほど、
そのクラブについての話を聞かされ、「もっと詳しく説明したいので、会っ
て話をする」ということになった。断りきれず、会って話をすることになっ
た。約束の目は白鴎祭の初日の土曜目になった。（注1）
　さて約束の時問に行ってみると、確かに来ている。それから約5時間も
延々と話をされた。話を中断するということは無いし、何がなんでも入会
させようという徹底ぶりである。（注2）僕は、友達がキャッチセールスで痛い
目にあっていたことを知っているので、絶対に入会しないという意志の元
に話を聞きに行った。（注3）以下は、再現のテープを簡便にまとめたものであ
る。
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　　　AM10：00待ち合わせ、説明開始
　　　PM1：00部長と称する女性が現れる
　　　PM3：00やっと終る
【巧みな話術】
　初めに、会社が如何に信用のおける企業であるかということから始まる。
その信用とは、『企業の本社があるビルの査定をクリアしている』というも
のだった。
　それから、会員数を挙げて、驚きと安心を誘う。（注4）
「でね、このビルにテナントとして入るためにはすごく厳しい審査をクリ
アしなければいけないんだけど、それをパスしているから、別に怪しい企
業じゃないんだよ。」
「はあ。あのビルって有名ですよね。ふうん。」
「それで、このクラブの会員数は全国に30万人いるの。それも20代前半と
か、若い人達ばかりなんだよ。」（注4）
「へえ。凄いなあ。大学生とか、多いのですか？。」
「うん。結構大学生とか多いよ。でね、今回の会員募集って22歳の人限定
なの。」（注5）
「というと大学生に募集かけているの？」
「そう。大学生で、これから社会人になる人の生活の向上させることを目
的としたクラブだから。」
（この後取り扱いサービスの説明を延々2～3時間）
　この後、部長と称する女性がいきなり現れる。
「はじめまして。◎◎の上司の●●と申します。◎◎が説明したと思います
けど、まだまだ未熟な説明ですので私が代わって説明させて頂きます。」（注6）
「はあ。」
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「…というわけで、このようなサービスを会員の皆様に提供させて頂いて
おります。」
「会費とか、どうなってるんですか？」
「ええ、会費の方は、月々2万円ぐらいからのローンを組んで頂くことに
なりますが。まあそちらの都合で月額の変更も可能ですから。」
「でも、今はバイトしてないし、お金無いですよ。働き始めてもお金に余
裕あるか分からないし。」
「会員になっておくと、人生の幅が広がりますよ。月々2万円のご負担で、
将来格安で旅行に行けたり、購入割引サービスを受けられるのですから。」
（注7）
「でも、本当にお金に余裕が出来るか分からないですよ。ですから今契約
をする気にはならないですよ。」
（この後、僕は「お金が無い」、相手は「購入のメリット」を延々と繰り返
す）
「じゃあわかりました。今回は御縁が無かったということで。」
「わざわざありがとうございました。契約できなくて申し訳ありません。」
【勧誘を受けて感じたこと】
　まず、しつこいことに驚いた。「お金に余裕ができるかわからない。」と
言ったら、「月2万ぐらいだったら、1目のタバコ・ジュースを止めれば貯
まるから大丈夫。」とか言ってくる。それは違うだろう。何故生活指導まで
されなくてはならないのか。
　「お客様のメリット」を前面に押し出してくる。
　だが、いろいろなことを我慢してまで、払う価値があるのだろうか、と
感じた。そして、格安と言っても、生きている間に旅行に何度行くのだろ
う？「一生使えるサービス」でも、そんな保証（会社の存続・自分の健康）
が出来るのだろうか。
　意志が弱ければ、絶対に勧誘されてしまうと感じた。5時間もノンストッ
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プで勧誘されるのである。（絶対契約しないという意志表示が強かったから
5時間で済んだのかも。）
　そして、相手の示す情報が、全く出所の分からないものであるが、そう
であるかの様に振る舞われると信じそうになってしまう。断定されると、
それに従ってしまう、納得してしまうということは、目常でも起きること
と思う。ここの部分の精神的構造は、現在の新興宗教問題等のニュースを
見ても解るだろう。
　興味半分で話を聞きに行ったが、かなり面白かったと同時に、恐かった。
何故なら相手が全然隙を見せないからである．こちらの質問にも、マニュ
アルのような素早い受け答えをしてくる。そして、「用事があるから」と言っ
ても、なかなか帰してくれなかった。
　キャッチセールスの不安要素
①晴報が信頼できない（例…30万人というが、身近に会員が居ない）
②強要する（例…生活を変えさせても支払わせる）
③やたらと先のことまで保証する（例…一生使えるサービスですから）
④何故か『限定（プレミアム）』をつける（例…22歳限定です）
　以上のような理由で、契約はしなかった。元からする気は無かったけれ
ど、あのしつこさには感心する。契約する・しないは各人の自由だが、強
い意志が無いと押し負けてしまいそうである。実際、あまりの説明の長さ
に、もういいかなという気持ちが浮かばなかった訳ではない。しかし、3
年間で約100万円を払えという契約は高すぎると思った。貧乏人に無理強い
するのもおかしいと思った。おかしいということが少しでもあったら、契
約は結ばないほうがいいと思う。そしてそのおかしいところを巧妙に隠す
のがキャッチセールスである。（注8）
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　　　　　　青柳利光体験レポート
『キャッチセールスの怖さ渥を柳川はどう読んだか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’99．　12．　18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
画］話を聞くことをまず拒否すること
　入会を勧誘する人々は、説得の為のマニュアルを持っていて、説得のト
レーニングを受けてきていて、毎目毎目実際に説得することを仕事として
いるのですから「説得のプロ」であり、素人には勝ち目は極めて少ないの
です。君子危うきに近寄らずは大切な人生の真理でしょう。
匝］あなたが損をしても彼らは全く気1こしない
　勧誘する人々には、ノルマが与えられていて、1人を入会させていくら
という出来高給が普通です。この種の人々は、他人に損をさせても自分の
所得が増えれば、他人の痛みなど知ったこっちゃないという人種でして、「知
能犯罪」であり、言葉を飾らずに言えばスーツやドレスを着た「詐欺師」
がその正体でしょう。他人の不幸の上に自分達が富むという「卑しい金儲
けJの典型例です。彼ら・彼女らから見て勧誘される人々は、ネギを背負っ
たカモならぬ、札束を恵んでくれるサンタクロースに見えているに違いあ
りません。お金が欲しくてたまらないとモラルを100％放り投げる人々は案
外と多いことを皆さんは知っておくべきでしょう。
　私の子供が通う小学校のスクール・スローガンのひとつに「みんな友だ
ち」というものがありますが、小学校1年生の娘がイジメに会っています。
子供に向かって世の中にはいい人ばかりではないよ、と大学で教えている
私の様々な経験を小さい子供に話しておくことは、悲しいけれど必要なこ
とでありましょう。社会的地位や肩書き、お金の有ること、高学歴である
ことと人間性の間には殆ど相関関係は無いことを私は体験し観察してきま
した。全身から卑しさが臭ってくる社会的地位の高い人々は想像以上に多
いものです。
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画］人間というものば自分が思ってし・るほど意志強固ではない
　私自身周囲から意志が強いですねと言われることがありますが、決して
そんなことはありません。例えば買う気も全く無かったものを小売店で勧
められるままに買ってしまうことはよくあります。このごろは100％計画通
りに講義の準備と研究活動とを行なっていますが、若い頃は1時問と勉強
は続かずすぐ小休止してコーヒーを飲まずにはいられませんでした。今週
中に読み上げるぞと図書館から2～3冊借りるのですが中々実行はできま
せんでした。ビールも今目だけ飲むよ、と言って飲んでいるのですが娘に
「今目だけビール」じゃないでしょうと笑われてしまうほど私も意志薄弱
なのです。
　「絶対に入会しない」という意志のもとに出かけても、長時間の実質的
軟禁状態で心理的拷問に近いことが延々と続くのですから、ハンコでも何
でも押して早く自由の身になりたいという心情に人はなりやすいのです。
精神的に追い込んでいって契約させるのが彼ら・彼女ら詐欺師達の常套手
段なのです。始めから会わないことが最良のリスク・マネジメントだとい
うことを十二分に認識しておくことが大切です。自分は意志が強いなどと
根拠無き自信は持たないことです。猜疑心の強い人ほど1回信じるとはま
りやすいという経験的な事実を私達は忘れないことです。
［豆到入っているビルで会社の信用度1ま決して分からない
　東京の銀座や有名な（全国の誰もが知っているという意味で）場所に、
机ひとつ借りて10社以上の本社として電話で応待する代行ビジネスは皆さ
んの想像以上に多いのです。ビルの入居に必要なのは「審査」ではなく「キャッ
シュ」であることは殆ど全てのビルに共通しています。ビル管理会社にとっ
て大切なことは家賃をきちんと払ってくれるかどうかということだけです。
先程述ぺましたように、人問が肩書きや学歴、ましてや服装でその正体な
ど分からないように入っているビルしか信用させるものが無いことにこの
セールスのいかがわしさは想像可能でしょう。
　会員数など、いくらでも口から出まかせが言えるし、彼ら・彼女らには
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痛める良心が最初から欠如している場合が極めて多いのですから、眉なら
ぬ耳にツバを付けて聞くことが大切でしょう。結婚詐欺師を職業とする人々
は、実に優しく正直そうな人柄を心痛めること無く演じることができる人
達なのです。
画］あなたは選ばれた幸運な人だ、とし・うのはこの種のセールスの
殺し文句である
　選ばれたという言葉で優越感をくすぐり、今購入しないとチャンスをの
がしますよという脅しと、両面から心を乱そうとする昔から変わらない詐
欺の基本ルールです。
　「君を世界で一番愛している」と臆面もなく多くの女性に向かって口に
することのできる男の人は（女性にも勿論いますが）星の数ほどいます。
私が大学院生の時に下宿したアパートは、一橋大学の男子だけが入居して
いましたが、神戸出身の大学教授の息子は神戸に飛行機に乗ってデートに
通う彼女がちゃんといるのにもかかわらず、東京で次々と女の子をゲット
していました。私の出身地の郡山市で彼の姿を見て、郡山出身の彼女に会
いに来たのだという台詞を聞いてそのマメさ加減に思わず私はのけぞって
しまいました。
区褻］途中で屈強な男達にバトンタッチされることもある
　数年前に私のゼミに気の優しい（それは少々気の弱いことの裏返しでも
ありますが）男の子が群馬県から通っていました。若い女の子が電話をか
けてきて英会話教材を買わないかと言い、会って話を聞くだけでいいから、
と誘われて喫茶店に出かけました。若い可愛い女の子がいて1時間ほど話
をした後、体育会系の強そうな男が3人突然出てきて女の子と替わり、執
拗に3時間にも渡り責め立てられ、気の弱い彼は20数万円の英会話教材を
買わざるをえなくなりました。
　もう1人の女子学生は、電話でのセールスで「うん」と言ってしまい、
録音テープがあるぞと脅かされて私が介入して何とか払わないで済んだこ
ともあります。
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　気を付けよう甘い言葉とバトンタッチ、ということを肝に銘じてノコノ
コと出かけていかないことです。
　私自身カニー匹800円と大きく書いてある屋台の売り屋さんやメロン2コ
500円と書いてある屋台のメロン屋さんにうっかりと入ってメチャ高いもの
を買わされたことが一度ずつあります。売る方の迫力にはものすごいもの
があります。近寄らないことが一番の安全策なのです。
画］実体のないサービスが販売される商品です
　1ヵ月2万円、年24万円払って、格安旅行をしたって割に合わないこと
はカンタンに分かりそうですが、これをいかに言いくるめ信じ込ませるの
かが、彼ら・彼女らの目的ではありません。これを商材（セールスの対象）
としていかにしてハンコを押させて総額何10万円かを巻き上げるのかが目
的です。手段が「無理やり身柄を押さえて」逃げ場を失くすというもので
す。世の中にはそういうことをして全く恥ずかしくない人が現実に沢山い
るのです。
［亟コキャッチセールスはウサンクササ1・・％にもかかわら凱若者は
なぜ餌食になりやすいのか
　青柳君のレポートからは、このキャッチ・セールスは何から何までウサ
ンクササの固まりですが、なぜ契約をしてしまうのか、その背景を考えて
みましょう。問題を解くカギは、説得する場所の設定方法と説得スタイル
にあります。実質的に逃げ場のない「閉鎖的空問」に若者を閉じ込め、長
時間に渡って契約するように責め続け、この場から解放される唯一の方法
が契約することだという巧みな状況設定、つまり「場のマーケティング」
が卓越しているのです。このような実体の無い詐欺的な商品は、閉鎖的空
間に閉じ込めて数人で圧迫するというマーケティングスタイルでしか販売
することが不可能なのでしょう。契約相手は、対面的コミュニケーション
の場での交渉能力の著しく弱い大学生のような若者と老人が最適なのでしょ
う。商品を売る物理的空間のデザイン能力の卓越さ（？！）が高い成功率
（但し詐欺のそれ）を生みだしてきているのでしょう。
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3．結びに代えて
　　一導入教育とゼミナール教育の望ましい統合を目指して一
　本稿は、前回の論集に掲載した柳川ゼミナールに於ける私（柳川）の導
入教育の実践の試み（1999年5月7目～6月11目分）に次いで、その後新
たに6月15日以降12月までに行なわれたゼミナールに於ける柳川流の導入
教育の試みの一部分を、今回に限り時間的な生起順ではなく、「知の組み替
えの必要性と段階的実践」という視点から順番を入れ替えて若干の加筆修
正を行ない公表するものである。本稿では、特にゼミ生の発表レポートを
かなり詳細に取り上げ検討している部分がある。従がって本稿の執筆者は、
「柳川高行・柳川研究室」とさせて頂き、ゼミ生達を共同執筆者としてそ
の責任と名誉とを分かち合いたいと考えている。
　ゼミナールに於いて私が試みている導入教育の試みは、同時にまた私自
身のゼミナール教育のあるべき在り方をもう一度根底から考え直す機会を
与えてくれた。私自身の試みは、ゼミナールの1年目で、本来の導入教育
を重視した試みを行なうことで、それは態度教育、大学の学習価値教育、
そしてレポートを書くことのトレーニング、自己表現のトレーニングに重
点が置かれている。それに対しゼミナール2年目は、専門教育（中心は経
営戦略論である）と就職援助教育に重点を置いた教育の試みが企図されて
いる。今後私は導入教育機能を部分的に担う人間教育と、仕事と人生で使
える自己学習能力の育成の場としてのゼミナール教育を創造していきたい。
その仕事は将来の私にとり「楽しく」かっ「やりがい」に満ちた教育の準
備になるという予感が私にはある。
　柳川自身のゼミナール教育の目的と方法に関しては、原稿は既に出来上
がっているが本論集の次号と次々号に掲載を予定している次の論考を参照
されたい。
　柳川高行、2000年、「ゼミナールの教育ドメインをどうデザインするべき
か」、『白鴎大学論集』、第15巻第1号。「導入教育の必要性と可能性一導入
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教育の戦略的カリキュラムデザインー（その4）」『白鴎大学論集』、第15巻
第2号。
　私のゼミではレポーター以外の全学生が同一課題のレポートを提出する
ことが義務づけられている．毎週か2週間に1回レポートを提出しなけれ
ばならず、その上提出の遅れは原則許されないというかなり過酷なハード
ルを私は学生に課している。甘やかされていて（結果的に手抜き教育の犠
牲となり実力を着けることなく大学から放り出されることに気が付いてい
ない）インテンシブに自己の能力を高める努力をしようとしない「知的貧
困者」の群れがmajorityを占める大学内部に於いて、私のゼミナールを志望
することは、「相当な勇気」を必要とし、「かなりのリスク」を覚悟する必
要があるらしい。過去私のゼミナールに参加した学生の殆どから、「あんな
ゼミに入るなんて気は確かか」と周囲の学生に止められたという話を聞か
された。観晃橋の上から思川に飛び込む（？）程の勇気が必要らしい。う
わさは自己増殖し、実態の何倍もの厳しさという評判が学生の間を駆け巡
る。それに輪をかけるのが、ゼミの離脱者（drop　outs）である。私のゼミ
の厳しさに音を上げて逃げ出した学生達の一部は、自己正当化をするのが
多くの人間にとっての常であるから、彼ら・彼女らも「自分に非はない、
柳川が悪い、厳しくて優しさがない」と周囲に言うことを一方的に責める
ことはできないであろう。しかしながら私自身のゼミが厳しいのではなく、
他の大多数が良く言えばアットホーム過ぎ、悪く言えば甘過ぎるのだと私
は主観的にそう思っているが、離脱者達のネガティブキャンペーンと、実
態の何倍もの厳しさという評判の情況にメゲルこと無く、勇気を振り絞っ
て私のゼミに入ってきた（そしてこれから入ってくる12月2目と3目に面
接した）学生達が私は可愛くてたまらない。
　現在のゼミナリステンの彼ら・彼女らは実に良く私の要求（request）に応
えてくれている（させられている？）。私は彼ら・彼女らの努力に報い、彼
らが社会に出てからより幸せに生きていけるような「知的インフラストラ
クチャー」、skmを身に着けていく土台をしっかりと自分のものにできるよ
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う一所懸命にトレーニングしている。もう一度言うが私は彼ら・彼女らが
可愛くてたまらない。私にできる最高のプレゼントは、彼らを人間的にそ
して知的に鍛えることであると私は確信している。彼ら・彼女らのレポー
トを丁寧に読み、コメントを準備し、新しい教材を書き下ろすことを毎週
繰り返している。夏休みにも随分沢山の教材を準備した。このような努力
をあと4～5年継続していけば、私は、「全く新しいスタイルのゼミナール
教育」を創り上げることができるような気がして50代の私のひとつの生き
ていく目標として今から実に楽しみである。
　私自身のゼミナールを舞台にした導入教育の試みは、強い諦観と深い悲
しみと、そして激しい怒りからスタートした100％個人的な試みである。そ
の意味で、情緒的・感情的にモチベートされた止むに止まれぬ教育行為で
あったが、今現在はそのことはすっかり忘れ去り楽しくて仕方がない。も
しこのような「きっかけ」が外発的に存在していなければ、私は「経営学
の専門書を批判的に読む」という良く言えばオーソドックスな、悪く言え
ば学生の現状と非適合的な自己満足に過ぎないゼミナールを相変わらず続
けていて、このような従来のゼミナール教育の持つ本質的欠点に気が付く
ことは大幅に遅れていたと思われる。私はかなり以前から経営学部のゼミ
ナールは経営学関連の専門科目以外の全ての科目がそれに該当して良いと
考えていて「経営学帝国主義」には与（くみ）しないできたが、それにも
拘わらず自分の該当する経営戦略論のゼミナールに於いて、非経営学的教
材を使おうということには踏み切れないでいた。「看板に偽りあり」という
事態に対しある種の罪悪感を感じざるをえなかったからというのが私の意
識していたその理由であったが、私自身心の深い所で、「内なる経営戦略論
帝国主義」に囚われていたのであろう．私自身無意識の内に前例踏襲主義
という見えない大学教育のルールに縛られていたのかもしれない。私が経
営戦略論や経営学のテキストのみを教材としていたのは、私が経営戦略論
を偶々専攻しているので、ゼミナールでその種の本を使うことが最もやり
易いと同時に私が深い基礎学力を有しているから最も適切な指導を学生が
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受けることができるだろうという「暗黙の思い込み」が存在していて私は
戦略論をゼミ生に指導していたことに大変遅まきながら気が付いた、その
ことが導入教育をゼミで試行してみて「気付いた（finding　out）」最大のポ
イントであった。
　私が思うに近年の大学の学部に於けるゼミナール教育の最大の目的は、
専門教育にあるのではないことは大方の容認せざるをえないのが現在の学
部教育の実態であろう。本来の専門教育は、今後大学院修士課程が社会的・
制度的にこれを担っていくことになろう。学部教育の目的は、そしてまた
学部のゼミナール教育のそれは、つまるところ全人格を陶冶する「人間教
育』以外にはありえないであろう。私は人間教育の根幹は、理念としての
「まともな人間性」と、スキルとしての「知の組み替え能力」の育成にあ
ると、この2年近くのゼミナール教育を通して確信するに至った。visionは
定まった、後はそのvisionへのはるかなる道を前進あるのみである。その長
い旅路を私は心ゆくまで味わい楽しみながら一歩一歩踏みしめて進んでい
きたい。
　私は3年近く前に導入教育をどのような教材を用いて、どのように話す
のかを構想した時に、ひとつ決めたことがある。それは、素材は何でも良
いが、私（柳川）を感動させた本や記事やインタビューや歌を使い、なぜ
私が感動したのかをありのままに飾ること無く学生の前にさらけ出そうと
いうことであった。ある素材に出会った時に、私の中に生まれる想念の全
てを偽ることなく書き表わし、私を感動させた真当な生き方の数々と、私
が素材としての知をどのように組み替えていくのかを隠すこと無く学生に
提供したいとそう考えたのである。それは私の頭の中と心の中を裸にする
ことに等しいことである。私の恥多き欠点だらけの思考が、学生の教育に
いささかでも役立つのなら私は大変嬉しい。導入教育の試みは、私のライ
フワークとなりそうである。
美しき心と高き技（わざ）持ちて
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　　　歩まん人を　育てむと思う
（1999年12月3日　妻の誕生目に家の台所にて）
付記その1
　ようやく出来上がった。今回の原稿はその感が実に大きい．学生の質問
に丁寧にコメントをして、学生への情報の十分なフイードバックを今年の
新しい教育課題として掲げて4月から全速力で走り続けた目々であった。
そのような教育面での新事業に参入する一方で、10月の学会報告、初めて
の研究書の分担執筆活動、文部省科研費を頂いた調査の膨大なアンケート
調査結果の分析という私的な新しい研究執筆活動に加え、ビジネス開発研
究所が小山市から受託した2ケ年の調査研究活動の成果としてA4サイズ
ワープロ原稿で90枚位の原稿を書き下ろし、本学研究所が栃木県経済同友
会と共催で本年度9月から行なった「現代企業行動論」の準備作業と実行
上の事務作業とに忙殺され、栃木市・小山市合併問題についてのアンケー
ト調査結果の整理という研究所のイレギュラーな大仕事にも私なりにベス
トを尽くし、さらに研究所のレギュラーの活動にも貢献するという研究所
員という職責に伴なう実に多様でエネルギーを要する仕事に全力を挙げて
取り組んできた。さらに大学論集の編集委員という職責に伴なう活動でい
くつかの企画を立て実行してきた。大学論集に論考を投稿する為にも実に
多くの原稿を書いた。そのいくつかの原稿は余りに長過ぎて本号には掲載
不可能な状態である。
　ただ以上の原稿執筆活動の殆んど全ては、外発的な依頼のものも含めて
私自身の自発的な要求水準を設定し、それぞれがかなり高いレベルの量と
質の研究成果となっていることに私はささやかな自負と大きな満足感とを
感じている。来年も健康に恵まれて、仕事の量を今年よりも大きくセーブ
してワンランク・アップした良質の研究成果を公刊したい。
　ゼミナールの学生諸君・諸嬢、ゼミナールのOBとOGの方々、そして
妻智恵子と高弘と誠恵との優しい心遣いに対して心より感謝の言葉を捧げ
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たい。1年間本当に有難う。
（1999年12月21目白鴎大学ビジネ開発研究所特別研究室にて）
付記その2
　はじめに、のS先生への手紙の部分で、ゼミナールの学生には自己学習
能力としての知の組み替え能力を身に着けさせることを、私のゼミナール
教育のひとつの目的としていることを記した。この能力の基礎を大学で身
に着けておくことができれば、社会に出てからも本を読んだり、新聞や雑
誌を見たり、TVやラジオの番組や人の話を聞くことからも、自分にだけ
しかできないやり方で実に多くの知恵を学びとることができる。この能力
は口で説明しただけでは、絶対分かるものではなく自分で実際に体得して
いくしかない能力であるが、最も効果的な学習方法は、柳川がある素材を
材料にして「どのように知を組み替えるのか」を実際に学生の前で行なっ
てみせることであると私は信じている。
　従がって本稿では1本のケース分析課題と浜崎あゆみさんと井上陽水さ
んの歌の分析を含めて、学生の提出したレポートから柳川自身がどのよう
に知を組み替えていったのかを実際に示してみせたものを中心に取り上げ
ている。文字通り誠に拙ないゼミナール運営であることを承知の上であえ
て公開するのは、私自身の個人的努力をきちんと記録しそれを土台にゼミ
ナール教育に新しい工夫を加えていきたいという個人的な意図からである
と同時に、大衆化された大学に於いてゼミナール教育をどのように進めた
ら良いのかを考え、現実の学生の能力や常識や将来設計にはおかまいなく
自分の受けた教育をそのまま繰り返してはいけないのではないかと日々苦
悩している少数の大学教員の方々に、ひとつの可能な新しいゼミナール教
育の在り方を提案したいという個人を越えた意図からである。
　勿論私の実践が唯一絶対の方法であるなどと思い上がってはいないが、
私なりに工夫をこらし、1人1人の学生のレポートに丁寧にコメントを与
える「コーチ型教育」を実践することを通して、知の組み替えを実演した。
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そのような試みは、より広汎に大学に於いてなされるべきであると私は考
えるものである。誰かが長年に渡って実行してきて確実に成功することが
分かってから、「やおら」取り組んでいこうという姿勢では遅過ぎる。大学
教育の現場は、今まさに崩壊の危機に直面している。大学教育の現場では
2つの変化が少しずつ少しずつその土台を崩し始めている。その第一の要
因は、学びから逃走しょうとする若者と、どう勉強したら良いのか分から
ずに途方に暮れる学生群像である。他方の第二の要因は、学びから逃走す
る学生に迎合し教育から逃走する楽勝科目の氾濫と、勉強の仕方を教育す
ることのできない劣悪な教育能力しかない大学教員群像である。自からの
勤務する教育現場の荒廃に直面しながら無為の日々を過ごす教育関係者は、
これからの教育現場には率直に言って必要ない人々であると言わなければ
ならない。私自身可能ならば教育現場に於いて必要不可欠な人材であり続
けたいと希っている。
　さらに学生に対する教育とは決して知識援助教育のみに限定されるもの
ではないと私は考えている。学生に勉学への意欲を持たせ悩みや苦しみを
乗り越えさせていく情緒的援助教育と学生にとり極めて大事な就職活動に
関する就職援助教育をもゼミナール教育は十分に担っていかなければなら
ないと私は感じている。本稿の一部は就職援助教育の一環を紹介するもの
である。
　道は限り無く遠い。時問は有限であり私の能力は実に乏しい。これから
も変ることなく、目の前の学生を大切にすることを通して私自身の人生を
も大切にしていきたい。
クリスマス　　今年も急ぎ　暮れ行かむ
　　　　この1年（ひととせ）に　我は悔い無し
（1999年12月24目　娘の開いたクリスマスパーティーの楽しそうな話し声
を聞きながら自宅の書斎にて）
　　　　　　　　　　　　　一557一
